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吉
益
家
門
人
録
の
考
察

〔
要
旨
〕
呉
秀
三
旧
蔵
『
吉
益
家
門
人
録
』
（
東
京
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
）
を
、
従
来
報
告
さ
れ
て
い
る
二
種
の
「
吉

益
家
門
人
録
」
（
矢
数
道
明
所
蔵
「
奥
田
本
」
「
深
川
本
」
）
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、
呉
本
は
収
録
人
数
に
お
い
て
最
多

で
あ
り
、
各
人
の
情
報
の
質
と
量
の
点
で
も
最
良
で
、
他
の
二
本
が
呉
本
に
付
加
で
き
る
情
報
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
（
以
上
、
Ⅱ
章
）
。
次
に
、
鶴
田
元
逸
（
東
洞
門
人
、
門
人
録
編
纂
着
手
者
、
書
題
命
名
者
）
撰
文
「
通
刺
記
序
」

の
翻
刻
・
注
釈
・
現
代
語
訳
を
掲
げ
た
（
Ⅲ
章
）
。
次
に
吉
益
塾
の
軌
跡
を
考
察
し
た
。
ま
ず
東
洞
初
期
門
人
（
門
人
録

に
年
記
を
欠
く
）
の
入
門
時
期
を
考
察
し
た
（
Ⅳ
章
一
節
）
。
次
に
呉
本
南
涯
門
に
見
ら
れ
る
切
り
継
ぎ
訂
正
を
、
寛
政
・

享
和
期
の
京
都
・
大
坂
二
塾
併
存
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
、
大
坂
塾
と
南
涯
の
弟
扇
斎
の
関
係
に
も
言
及
し
た
（
Ⅳ

章
二
節
）
。
雌
後
に
各
年
入
門
者
数
を
グ
ラ
フ
に
し
、
出
身
地
別
・
年
代
別
入
門
者
数
を
表
に
し
て
示
し
た
。
入
門
最
多

年
は
文
化
三
年
で
、
そ
の
前
後
十
数
年
が
吉
益
塾
極
盛
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
出
身
地
別
構
成
は
上
位
か
ら
順

に
近
畿
（
詔
～
鋤
％
）
、
中
国
（
虹
～
窃
％
）
、
中
部
（
喝
％
内
外
）
、
四
国
（
脚
％
内
外
）
、
九
州
（
、
％
内
外
）
、
東
北

（
畑
％
弱
）
、
関
東
（
５
％
内
外
）
の
結
果
と
な
っ
た
（
Ⅳ
章
三
節
）
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
吉
益
家
門
人
録
、
呉
秀
三
、
奥
田
本
、
深
川
本
、
鶴
田
元
逸
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一
、
奥
田
本

（
２
）

①
［
概
要
］
矢
数
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
奥
田
鳳
作
（
一
八
三
～
一
八
四
九
、
常
陸
国
真
壁
郡
河
内
村
奥
田
〈
現
茨
城
県
下
館
市
〉
の
医
家
、
岑
少

翁
門
の
磯
野
弘
通
の
門
人
）
の
編
蟇
に
か
か
り
、
鳳
作
の
玄
孫
か
ら
安
西
安
周
の
手
に
渡
り
、
安
西
没
後
、
矢
数
の
所
有
に
帰
し
た
。
杉
立
義

一
が
、
安
西
が
吉
益
家
門
人
録
を
か
っ
て
蔵
し
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
後
の
消
息
を
「
東
京
教
育
研
究
所
（
※
著
者
注
ｌ
国
立
教
育
研
究
所
）
の

（
４
）

両
全
文
庫
（
※
安
西
安
周
の
室
号
）
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
」
と
推
定
し
た
本
は
こ
の
矢
数
架
蔵
本
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

収
録
人
数
は
東
洞
門
五
八
二
人
、
南
涯
門
三
一
九
人
、
北
洲
門
二
三
人
、
計
一
○
一
四
人
と
さ
れ
る
。
出
身
地
別
に
編
集
し
て
い
る
点

（
１
）

著
者
は
こ
の
た
び
、
古
方
医
学
の
名
家
・
吉
益
家
の
門
人
録
を
、
東
京
大
学
医
学
図
書
館
呉
秀
三
文
庫
中
に
見
出
し
た
。
従
来
、
吉
益
家

（
２
）
（
３
）

門
人
録
に
つ
い
て
は
、
矢
数
道
明
架
蔵
の
二
種
類
、
い
わ
ゆ
る
奥
田
本
と
深
川
本
が
同
氏
に
よ
っ
て
活
字
翻
刻
さ
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
呉
秀
三
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
「
呉
本
」
と
略
称
）
は
そ
れ
と
は
別
本
で
あ
り
、
以
前
か
ら
出
現
の
待
望
さ
れ
た
本
で
あ
っ
た
。
以
下
、

検
討
を
加
え
る
ご
と
く
、
呉
本
は
先
ず
収
録
数
に
お
い
て
奥
田
・
深
川
両
本
を
大
き
く
上
ま
わ
り
、
か
つ
記
載
内
容
の
資
料
的
価
値
が
最
も

高
い
。
門
人
録
原
本
が
出
現
し
な
い
限
り
、
呉
本
は
吉
益
家
門
人
録
と
し
て
最
も
信
拠
す
る
に
足
る
資
料
と
言
い
得
る
。
本
稿
と
は
別
に
全

文
を
活
字
翻
刻
す
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
著
者
は
呉
本
の
出
現
を
も
っ
て
奥
田
・
深
川
両
本
の
価
値
を
否
定
し
去
る
も
の
で
は
な

い
。
呉
本
も
ま
た
筆
写
時
の
誤
脱
を
完
全
に
は
避
け
ら
れ
な
い
以
上
、
両
本
に
は
先
ず
校
訂
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
、

呉
本
を
活
字
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
奥
田
・
深
川
両
本
と
の
校
合
作
業
を
詳
細
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
吉
益
家
門
人
録
と
吉
益
家
塾
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
新
知
見
が
得
ら
れ
、
ま
た
従
来
の
報
告
に
訂
正
す
べ
き
点
が
見
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
諸
本
の
検
討

I

緒

言
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に
特
色
が
あ
る
。
だ
が
再
編
資
料
の
た
め
に
入
門
年
時
を
全
く
欠
く
点
は
資
科
価
値
が
低
い
。
か
つ
南
涯
・
北
洲
門
は
東
日
本
（
三
・
遠
・
駿
．

甲
・
豆
・
相
・
武
・
房
・
総
・
常
・
信
・
上
・
野
・
奥
・
羽
・
尾
・
勢
の
各
州
と
越
後
）
の
み
を
抜
革
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
［
収
録
人
数
の
補
訂
］
総
体
的
に
は
呉
本
は
他
の
二
本
に
比
し
て
網
羅
性
に
お
い
て
優
る
。
唯
一
の
例
外
は
奥
田
本
の
東
洞
門
人
録
（
五

八
二
人
）
が
呉
本
の
そ
れ
（
五
四
三
人
）
を
大
き
く
上
ま
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
奥
田
・
呉
両
本
の
束
洞
門
人
録
を
ま
ず
逐
一
対
照
し
て

み
た
。
す
る
と
奥
田
本
Ⅳ
～
剛
（
武
州
）
、
加
～
捌
（
奥
州
）
、
醜
～
剛
（
若
州
）
、
卸
～
刑
（
日
州
）
の
計
四
九
人
が
呉
本
東
洞
門
に
は
記
載
さ

れ
ず
、
実
は
南
涯
・
北
洲
門
人
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ⅳ
～
剛
の
一
四
人
が
北
洲
門
人
、
そ
れ
以
外
の
三
五
人
は
南

涯
門
人
で
あ
る
。
次
に
、
奥
田
・
呉
両
本
の
南
涯
・
北
洲
門
人
録
を
検
討
す
る
と
奥
田
本
は
南
涯
三
一
九
人
、
北
洲
二
三
人
と
呉
本
（
呉
秀

三
報
告
に
よ
れ
ば
、
南
涯
門
一
四
一
二
人
、
北
洲
門
六
七
五
人
）
よ
り
遥
か
に
少
な
い
が
、
こ
れ
は
東
日
本
に
限
定
し
た
為
で
あ
る
。
奥
田
本
南

涯
門
の
奥
・
若
・
日
州
と
北
洲
門
の
武
州
に
不
足
が
あ
る
が
、
前
記
の
東
洞
門
混
入
分
が
こ
の
不
足
分
に
相
当
し
て
お
り
、
こ
れ
を
補
え
ば

遺
漏
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ほ
か
に
南
涯
門
人
が
誤
ま
っ
て
北
洲
門
人
と
な
っ
て
い
る
例
（
Ⅳ
・
洲
）
、
そ
の
反
対
の
例
（
棚
）
が
あ
る
。

（
Ｆ
師
）

東
洞
門
（
川
・
剛
）
と
南
涯
門
（
川
・
川
）
に
重
出
が
見
ら
れ
る
。

次
に
国
別
の
配
当
の
し
か
た
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
検
討
す
る
と
、
南
涯
門
詔
～
弱
は
本
来
参
州
に
配
当
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
誤
っ
て
遠

州
に
入
っ
て
い
る
。
な
お
束
洞
門
剛
の
山
本
周
堅
の
ご
と
き
、
讃
岐
国
丸
亀
の
出
身
者
が
（
呉
本
東
洞
門
柵
に
よ
れ
ば
備
前
岡
山
侯
に
仕
官
し
た

（
６
）

た
め
に
）
備
前
に
配
当
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
配
当
の
是
非
が
微
妙
な
者
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
考
慮
対
象
外
と
し
た
。

上
記
の
混
入
・
重
出
・
配
当
不
備
を
考
盧
す
る
と
、
奥
田
本
の
収
録
人
数
と
出
身
地
別
人
数
に
関
す
る
矢
数
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
訂
正

束
洞
門
五
八
二
↓
五
三
二
人
（
こ
の
う
ち
呉
本
未
収
者
は
伽
と
私
補
と
記
さ
れ
た
剛
・
断
・
州
・
棚
・
師
の
計
六
人
。
呉
本
に
あ
っ
て
奥
田
本
未
収

（
７
）

者
は
一
七
人
）
。
し
か
し
な
が
ら
後
述
の
ご
と
く
著
者
は
「
私
補
」
門
人
を
正
式
な
入
門
者
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
差
し
引
け
ば

五
二
七
人
（
う
ち
わ
け
は
京
都
肥
、
山
城
７
、
大
和
９
、
河
内
６
、
和
泉
６
、
摂
津
”
、
伊
勢
６
、
尾
張
７
、
三
河
Ⅱ
、
遠
江
６
、
駿
河
５
、
伊
豆
１
、

さ
れ
る
↑



６
相
模
１
、
武
蔵
蛇
↓
羽
、
上
総
２
、
下
総
２
、
常
陸
５
↓
４
、
近
江
８
↓
７
、
美
濃
６
、
信
濃
４
、
上
野
４
、
下
野
３
、
陸
奥
躯
↓
調
、
出
羽
喝
、
若
狭

３
↓
０
、
越
前
５
、
加
賀
１
、
能
登
１
、
越
中
７
、
越
後
３
↓
２
、
丹
州
７
、
但
馬
６
、
因
幡
２
、
伯
耆
６
、
出
雲
９
、
石
見
Ｍ
、
播
磨
銘
、
美
作
皿
、

備
前
皿
、
備
中
鳩
、
備
後
明
、
安
芸
四
、
周
防
蛇
、
長
門
皿
↓
９
、
紀
伊
昭
、
淡
路
２
、
阿
波
別
↓
岨
、
讃
岐
皿
、
伊
予
配
、
土
佐
６
、
筑
前
８
、
筑
後

２
、
豊
後
、
、
肥
前
５
、
肥
後
昭
↓
岨
、
日
向
応
↓
０
、
薩
摩
１
）
。

南
涯
門
三
一
九
↓
三
五
四
人
（
こ
の
う
ち
呉
本
未
収
者
は
４
．
師
・
艶
・
門
・
棚
の
五
人
。
う
ち
わ
け
は
、
三
河
ｕ
↓
肥
、
遠
江
蛇
↓
妬
、
駿
河
咽
、

甲
斐
皿
、
伊
豆
１
、
相
模
２
、
武
蔵
鉈
、
安
房
１
、
上
総
２
、
下
総
２
、
常
陸
７
、
信
濃
蛆
、
上
野
皿
↓
９
、
下
野
３
、
越
後
Ⅳ
、
陸
奥
別
↓
銘
、
出
羽

雲
弱
尾
張
巧
伊
勢
斑
日
向
０
↓
喝
、
若
狭
０
↓
３
）
。

錘
北
洲
門
二
三
↓
一
二
六
人
（
う
ち
わ
け
は
三
河
６
↓
５
、
遠
江
岨
、
駿
河
４
、
甲
斐
５
、
相
模
３
、
武
蔵
８
↓
犯
、
常
陸
９
、
信
濃
５
、
越
後
旭
、

弘
佐
渡
１
、
陸
奥
別
↓
型
出
羽
Ⅲ
尾
張
山
伊
勢
４
、
下
野
０
↓
１
）
。

Ｆ鐸
③
［
成
立
過
程
］
奥
田
本
と
呉
本
の
対
照
作
業
を
行
っ
て
ゆ
く
と
、
す
ぐ
に
奥
田
本
の
人
名
記
載
順
序
に
一
定
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
気

二
Ｊゴ

に
付
く
。
例
え
ば
東
洞
門
巻
頭
の
京
都
出
身
者
一
六
人
に
呉
本
の
番
号
を
配
当
し
て
み
る
と
、
順
に
羽
調
調
研
沌
蛇
蠅
珊
珊
刑
洲
棚
棚
珊
瑚
剛

Ｉ謡
と
な
っ
て
、
各
国
ご
と
の
門
人
の
記
載
順
が
（
ご
く
一
部
の
錯
雑
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
例
外
を
除
い
て
は
）
、
呉
本
の
記
載
順
（
す
な
わ
ち
入
門
年

曜
時
胆
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
現
象
は
南
涯
・
北
洲
門
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

入
８
）

奥
田
本
は
そ
の
奥
書
き
か
ら
、
吉
益
家
架
蔵
本
か
ら
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
七
月
に
奥
田
鳳
作
が
転
写
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
地
域
別
門
人
録
は
門
人
録
の
原
初
型
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
吉
益
家
に
は
入
門
順
に
記
し
た
原
「
門
人
録
」

（
す
な
わ
ち
「
通
刺
記
」
）
が
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
奥
田
本
の
祖
本
は
そ
の
原
「
門
人
録
」
を
順
に
繰
り
な
が
ら
各
国
別
に
配
当
し
て
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
両
本
の
同
一
人
に
就
て
呉
本
の
番
号
を
奥
田
本
に
配
当
し
た
時
、
呉
本
の
順
番
と
奥
田
本
の
各
国
ご
と
の
記
載
順
と
に
食
い
違

い
が
生
じ
な
い
こ
と
は
、
呉
本
が
原
「
門
人
録
」
の
記
載
順
序
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
も
証
し
て
い
る
。
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（
９
）

と
も
あ
れ
奥
田
本
は
原
門
人
録
か
ら
の
再
編
集
資
料
と
位
置
づ
け
得
る
。
か
つ
再
編
時
に
入
門
年
月
日
字
号
・
紹
介
者
名
・
没
年
月
日
等

の
情
報
を
省
略
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
史
料
価
値
の
点
か
ら
見
て
、
原
門
人
録
に
忠
実
な
呉
本
に
遥
か
に
劣
る
。
奥
田
本
の
意
義
は
、

国
別
の
入
門
者
の
前
後
関
係
を
知
る
に
便
利
な
点
と
、
呉
本
の
番
号
を
奥
田
本
に
配
当
す
る
時
、
そ
の
番
号
の
大
小
が
入
門
年
時
の
前
後
を

示
す
こ
と
か
ら
、
国
単
位
で
の
吉
益
流
医
学
の
伝
播
状
況
の
遅
速
に
関
し
て
、
あ
る
程
度
の
目
安
と
な
り
得
る
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

④
［
私
補
門
人
に
つ
い
て
］
奥
田
本
東
洞
門
人
録
に
は
先
述
の
よ
う
に
「
私
補
」
の
字
を
冠
し
た
門
人
が
五
人
（
剛
北
條
玄
益
、
Ⅲ
中
神
琴

渓
、
捌
瀧
鶴
台
、
棚
新
崎
国
林
、
師
村
井
椿
寿
）
存
在
し
、
い
ず
れ
も
呉
本
未
収
者
で
あ
る
。
し
か
る
に
奥
田
本
の
「
妬
伊
沢
則
素
字
子
雄
徳

島
人
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
解
ら
な
い
が
、
呉
本
の
伊
沢
則
素
の
項
を
参
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

伊
沢
則
素
字
子
雅
一
宇
安
南
阿
州
徳
島
人
後
改
氏
永
田
一
字
原
道
又
改
新
崎
丈
蓄
更
名
国
林

つ
ま
り
伊
沢
則
素
が
新
崎
国
林
の
前
名
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
奥
田
本
の
妬
と
棚
も
実
は
重
出
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
奥
田

本
の
記
載
だ
け
で
は
こ
の
こ
と
が
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
私
補
」
は
誰
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
沢
則
素
と
新
崎
国
林
の
重
出
は
、
如
上
の
明
確
な
記
載
が
伊
沢
則
素
に
あ
る
以
上
、
呉

本
の
祖
本
た
る
原
門
人
録
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
。
原
門
人
録
を
参
照
し
な
が
ら
吉
益
家
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
、
奥
田
本
の
祖
本
の
段

階
で
も
ま
ず
な
い
と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
「
私
補
」
は
奥
田
鳳
作
の
天
保
十
四
年
時
（
東
洞
没
年
か
ら
七
○
年
後
）
の
私
見
に
よ
る
増
補
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
増
補
は
原
門
人
録
に
忠
実
な
呉
本
に
未
収
で
あ
る
以
上
、
甚
だ
根
拠
薄
弱
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
伊
沢
則
素
の
名
で
呉
本
に
見
え
て
い
る
新
崎
国
林
以
外
の
「
私
補
」
門
人
四
人
、
北
條
玄
益
・
中
神
琴
渓
・
瀧
鶴
台
・
村
井
琴
山
は

東
洞
に
正
式
な
入
門
手
続
き
を
と
っ
た
者
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。
中
神
琴
渓
は
従
来
の
所
伝
の
ご
と
く
、
六
角
重
任
『
古
方
便
覧
』
を
読

（
Ⅲ
）

み
発
憤
し
て
、
独
力
で
古
方
を
修
得
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

み
発
憤
し
て
、

二
、
深
川
本

①
［
概
要
］

（
３
）

矢
数
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
柱
刻
「
著
名
医
家
門
類
篇
木
村
済
生
塾
保
存
」
と
氏
名
・
入
門
年
月
日
・
出
身
地
・
紹
介
者
．
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事
蹟
等
の
記
入
柵
が
印
刷
さ
れ
た
特
製
の
用
菱
に
、
深
川
晨
堂
が
墨
書
し
た
も
の
で
、
深
川
よ
り
委
託
さ
れ
た
平
野
啓
司
か
ら
矢
数
に
委
譲

（
３
）

さ
れ
た
。
深
川
が
「
木
村
済
生
塾
（
※
木
村
博
昭
家
塾
）
の
命
を
受
け
て
整
理
・
筆
写
し
た
」
も
の
と
さ
れ
る
。
吉
益
家
三
代
（
南
涯
・
北
洲
・

（
Ⅲ
）

復
軒
）
と
元
矢
の
倉
多
紀
家
二
代
（
茜
庭
・
雲
従
）
の
門
人
録
か
ら
な
る
。

収
録
人
数
は
、
南
涯
門
八
七
六
人
、
北
洲
門
六
七
○
人
、
復
軒
門
三
五
八
人
、
計
一
九
○
四
人
。
東
洞
門
と
文
化
四
年
以
降
（
文
化
九
年
ま

で
）
の
南
涯
門
を
欠
く
点
に
憾
み
が
あ
る
。

②
［
史
料
価
値
］
南
涯
門
の
文
化
四
年
以
前
、
北
洲
門
、
復
軒
門
に
つ
い
て
見
る
時
、
深
川
本
は
呉
本
に
記
載
の
順
次
・
内
容
・
用
字
の

点
で
か
な
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
本
は
同
一
の
祖
本
（
原
門
人
録
）
系
統
に
属
す
る
写
本
で
あ
る
と
考
え
得
る
。
特
に
活
字
翻
刻
を

見
て
い
る
限
り
で
は
、
深
川
本
は
氏
名
・
入
門
年
月
日
・
住
所
を
完
備
し
、
入
門
順
に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
、
通
常
の
門
人
録
の
体
裁
に
合

致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
深
川
本
が
前
記
の
ご
と
き
用
菱
に
記
入
さ
れ
る
過
程
を
経
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
活
字
翻
刻
の
際
に
氏
名
・
入
門
年
月
日
・
入
門
当
時
の
住
所
の
項
目
を
立
て
て
深
川
本
の
記
事
を
再
編
し
た
こ
と
に
よ
り
、
原
本
よ
り

も
か
え
っ
て
通
常
の
門
人
録
の
体
裁
に
近
づ
く
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
用
菱
記
入
時
に
紹
介
者
名
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
省
略
さ
れ
、
藩

医
の
記
載
も
ま
ま
削
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
記
入
欄
が
定
ま
っ
た
用
菱
は
半
葉
毎
の
独
立
性
が
高
い
た
め
、
原
門
人
録
に
「
同
前
」
と
記
し
て

あ
る
場
合
や
、
入
門
月
日
が
空
欄
の
場
合
な
ど
に
、
記
入
欄
を
埋
め
る
た
め
の
同
定
の
必
要
が
生
じ
、
こ
の
過
程
で
（
主
と
し
て
北
洲
・
復
軒

門
に
お
け
る
入
門
月
日
に
関
し
て
）
多
数
の
不
正
確
な
デ
ー
タ
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
収
録
人
数
の
み
な
ら
ず
、
一
人
あ
た
り
の
情
報
量

の
多
寡
と
内
容
の
正
確
さ
と
い
う
史
料
性
の
点
か
ら
も
深
川
本
は
呉
本
に
及
ば
な
い
と
言
え
る
。

③
［
錯
簡
］
深
川
本
南
涯
門
の
柵
宮
崎
右
門
と
州
今
城
養
賢
は
呉
本
の
順
序
で
は
前
者
が
剛
、
後
者
が
㈱
。
呉
本
で
は
宮
崎
右
門
の
次
は

橋
本
了
迪
で
、
橋
本
は
深
川
本
で
は
棚
番
で
あ
る
。
つ
ま
り
深
川
本
の
剛
今
城
養
賢
か
ら
州
長
原
元
栄
ま
で
の
二
一
人
は
、
Ⅷ
飯
島
文
景
以

下
に
あ
る
べ
き
で
、
こ
こ
に
大
き
な
錯
簡
が
あ
る
（
か
つ
深
川
本
棚
瀧
川
仁
庵
（
呉
剛
）
・
柵
石
橋
雅
祐
（
呉
筋
）
も
刑
高
橋
春
斎
（
呉
剛
）
と
肌
黒

田
寿
伯
（
呉
剛
）
の
間
に
入
る
べ
き
も
の
）
。
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（
３
）

こ
の
錯
簡
の
結
果
が
矢
数
報
告
の
グ
ラ
フ
「
吉
益
南
涯
門
の
各
年
毎
入
門
者
数
」
の
寛
政
十
二
年
と
享
和
元
年
に
不
自
然
な
振
幅
と
な
っ

て
表
わ
れ
て
い
る
。
深
川
本
で
は
入
門
者
数
が
寛
政
八
年
三
三
人
、
九
年
三
○
人
、
十
年
四
七
人
、
十
一
年
三
○
人
と
推
移
し
て
き
た
も
の

が
、
十
二
年
に
一
二
人
に
激
減
、
享
和
元
年
に
九
四
人
に
激
増
。
以
後
、
二
年
五
二
人
、
三
年
七
一
人
、
文
化
元
年
六
五
人
、
二
年
七
三
人
。

だ
が
右
の
錯
簡
を
正
し
て
、
柵
宮
崎
右
門
（
寛
政
十
二
年
二
月
）
と
棚
今
城
養
賢
（
寛
政
十
二
年
二
月
十
一
日
と
あ
る
が
、
呉
本
に
従
え
ば
十
月
十

（
マ
マ
）

一
日
）
の
間
に
、
妬
橋
本
号
迪
（
寛
政
十
三
年
で
は
な
く
寛
政
十
二
年
二
月
）
か
ら
Ⅷ
飯
島
文
景
（
寛
政
十
三
年
で
は
な
く
寛
政
十
二
年
十
月
五

目
ま
で
四
八
人
を
挿
入
す
れ
ば
、
正
し
い
入
門
者
数
は
、
寛
政
十
二
年
六
○
人
、
享
和
元
年
四
六
人
と
な
り
、
遥
か
に
妥
当
な
結
果
を
得
る

未
翻
刻
の
北
洲
・
復
軒
門
で
は
、
復
軒
門
に
錯
簡
が
あ
る
。
深
川
本
復
軒
門
は
羽
牧
村
左
仲
司
の
次
に
下
笠
弥
三
（
呉
捌
元
治
元
年
正
月

十
日
、
深
川
本
で
は
弘
化
元
年
）
か
ら
小
池
少
斉
亘
茄
慶
応
元
年
正
月
十
八
日
、
深
川
本
で
は
弘
化
元
年
正
月
十
八
日
）
ま
で
一
四
人
が
続
く
。

こ
の
一
四
人
は
呉
本
に
照
ら
せ
ば
、
深
川
本
州
菅
谷
乾
革
と
繩
税
所
謙
斎
の
間
に
入
る
べ
き
も
の
。
こ
の
錯
簡
を
正
せ
ば
入
門
者
数
は
弘
化

元
年
三
二
人
↓
七
人
、
二
年
○
人
↓
九
人
、
三
年
七
人
↓
九
人
、
元
治
元
年
○
人
↓
九
人
、
慶
応
元
年
○
人
↓
四
人
、
二
年
三
人
↓
四
人
と

修
正
さ
れ
、
穏
当
な
結
果
を
得
る
の
で
あ
る
。

修
正
さ
れ
、

三
、
呉
本

の
で
あ
る
。

①
［
書
誌
事
項
］

八
体
裁
Ｖ
半
紙
本
二
冊
、
第
一
冊
九
九
丁
、
第
二
冊
二
一
丁
、
毎
半
丁
一
○
行
、
近
代
写
本
墨
書
）
。

八
外
題
Ｖ
「
吉
益
家
門
人
録
一
（
二
）
」
と
表
紙
中
央
に
墨
書
す
る
。
本
文
と
は
別
筆
。

八
内
題
Ｖ
「
通
刺
記
」
第
一
冊
首
第
一
行
。

八
内
封
題
Ｖ
「
通
刺
東
洞
先
生
宝
暦
元
年
ョ
リ
安
永
二
年
七
至
ル
」
第
一
冊
首
、
「
通
刺
南
涯
先
生
安
永
三
年
ョ
リ
文
化
十
年
二
至

ル
」
第
一
冊
三
六
丁
の
次
、
以
上
は
「
外
題
」
と
同
筆
か
。
「
通
刺
従
文
化
四
年
至
文
化
九
年
」
第
二
冊
首
（
す
な
わ
ち
南
涯
門
人
録
の
後
半
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ま
た
束
洞
門
中
の
著
名
人
と
見
ら
れ
る
一
三
人
、
す
な
わ
ち
鶴
田
沖
、
中
西
惟
忠
・
中
村
貞
治
・
田
中
栄
信
・
有
木
良
輔
・
小
野
寿
軒
・

山
辺
監
司
・
村
井
藤
伍
・
岑
右
膳
・
瀬
丘
長
圭
・
和
田
泰
純
・
吉
村
扁
宜
・
桃
井
安
貞
の
書
肩
に
朱
圏
が
、
南
涯
門
中
の
著
名
人
と
見
ら
れ

る
三
人
、
す
な
わ
ち
賀
屋
恭
安
・
氏
家
春
安
・
長
与
俊
達
の
書
肩
に
黒
圏
が
付
さ
れ
て
い
る
。

南
涯
門
の
寛
政
四
年
か
ら
享
和
二
年
に
か
け
て
、
一
部
用
茎
を
切
継
い
で
補
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
（
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
）
。

②
［
概
要
］
以
上
の
書
誌
事
項
か
ら
該
門
人
録
は
、
東
洞
門
の
鶴
田
元
逸
に
よ
っ
て
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
冬
に
編
集
さ
れ
た
の
を
発
端

と
し
、
以
後
逐
次
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま
で
四
代
、
約
一
二
○
年
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
書
題
は
当

初
、
鶴
田
元
逸
に
よ
っ
て
東
洞
門
人
録
が
「
通
刺
記
」
と
命
名
さ
れ
、
そ
れ
が
後
代
ま
で
継
承
さ
れ
、
「
通
刺
記
」
ま
た
は
「
通
刺
」
と
称
さ

れ
た
。
外
題
「
吉
益
家
門
人
録
」
は
、
呉
本
浄
写
時
の
、
恐
ら
く
は
呉
秀
三
に
よ
る
命
名
か
。

③
［
収
録
人
数
の
確
定
］
右
記
の
書
入
れ
の
箇
所
で
傍
点
を
付
し
た
算
用
数
字
が
、
呉
の
『
東
洞
全
集
」
（
一
二
八
頁
、
吐
鳳
堂
・
一
九
一
八

年
刊
、
思
文
閣
出
版
・
一
九
七
○
年
復
刻
）
の
次
の
報
告
と
一
致
す
る
。

凡
ソ
東
洞
先
生
ノ
門
下
ニ
ァ
リ
シ
モ
ノ
通
刺
記
（
門
人
帳
）
二
記
載
セ
ル
ハ
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
ョ
リ
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
マ
デ

ニ
五
百
四
十
六
人
ナ
リ
。
：
。
…
南
涯
ノ
門
下
ニ
ア
リ
シ
モ
ノ
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
ョ
リ
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
マ
デ
千
四
百
十
二

人
」
の
前
に
肺
と
あ
る
。

で
深
川
本
欠
落
部
分
）
、
「
通
刺
従
文
化
十
年
至
文
政
十
二
年
」
第
二
冊
一
八
丁
の
次
（
す
な
わ
ち
北
洲
門
人
録
）
、
「
通
刺
従
文
政
十
三
年
至

明
治
初
年
」
第
二
冊
五
六
丁
の
次
（
す
な
わ
ち
復
軒
門
人
録
）
。

八
序
践
Ｖ
第
一
冊
巻
首
に
宝
暦
元
年
二
七
五
一
）
冬
の
鶴
田
元
逸
撰
文
の
漢
文
体
の
序
一
丁
が
あ
る
。

八
書
入
れ
等
Ｖ
全
冊
随
所
に
呉
秀
三
筆
蹟
と
見
ら
れ
る
鉛
筆
の
書
入
あ
り
。
第
一
冊
表
紙
裏
に
「
東
洞
宝
暦
元
至
安
永
二
年
／
南
涯
安

永
三
至
明
治
四
年
／
鶴
田
元
逸
序
編
」
。
第
一
冊
三
丁
よ
り
三
六
丁
に
い
た
る
各
丁
表
末
行
の
書
眉
に
妬
：
：
剛
の
ご
と
き
算
用
数
字
あ
り
。

呉
氏
が
門
人
数
を
数
え
た
時
の
所
記
と
見
ら
れ
る
。
第
一
冊
末
丁
に
蝿
第
二
冊
一
八
丁
裏
に
雌
第
二
冊
七
七
丁
裏
「
従
是
以
下
復
軒
門
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人
。
北
洲
ノ
門
下
ニ
ア
リ
シ
モ
ノ
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
ョ
リ
天
保
十
四
年
（
一
八
四
二
一
）
マ
デ
ニ
六
百
七
十
五
人
ナ
リ
。

呉
が
『
東
洞
全
集
』
に
復
軒
門
人
の
数
を
省
い
た
の
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
ま
で
生
存
し
た
同
人
の
門
人
総
数
を
、
明
治
初
年
を

下
限
と
す
る
該
門
人
録
所
収
が
捕
捉
し
得
て
い
な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
呉
の
記
述
し
た
門
人
数
は
正
確
さ
を
欠
く
。
東
洞
門
人
数
は
所
見
で
は
呉
所
記
の
五
四
六
よ
り
も
一
名
少
な
い
五
四
五
人

で
あ
る
。
誤
差
の
原
因
は
呉
が
、
宝
暦
十
三
年
入
門
者
の
次
の
記
載
を
一
名
の
こ
と
と
見
ず
二
名
の
こ
と
と
判
断
し
た
こ
と
に
基
く
。

富
田
養
伝
備
州
岡
山
之
人

姓
紀
名
正
体
松
平
予
州
侯
之
家
中

こ
れ
を
呉
は
「
富
田
養
伝
」
と
「
紀
正
体
」
と
考
え
た
も
の
と
推
定
す
る
。
確
か
に
誤
解
を
生
じ
易
い
記
載
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
奥

田
本
を
参
看
す
る
と
「
棚
富
田
養
伝
名
正
体
岡
山
人
」
と
あ
っ
て
、
字
句
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
富
田
養
伝
が
本
姓
紀
氏
で
名

を
正
体
（
体
）
と
言
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
上
記
の
二
行
が
富
田
養
伝
一
名
の
記
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
南
涯
門
人
数
は
所
見
で
は
呉
所
記
の
一
四
一
二
よ
り
も
四
名
少
な
い
一
四
○
八
人
で
あ
る
。
誤
差
の
原
因
は
単
純
な
数
え
誤
り
に
よ

る
。
呉
は
東
洞
門
で
は
全
門
人
に
番
号
を
付
し
た
が
、
南
涯
門
に
な
る
と
そ
の
作
業
に
や
や
倦
ん
だ
た
め
か
、
一
○
○
人
毎
に
数
字
を
付
し

た
。
最
初
に
呉
が
川
と
記
し
た
の
は
天
明
二
年
入
門
の
黒
川
帯
刀
で
あ
る
が
、
所
見
で
は
黒
川
は
九
七
番
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
ま
ず
三
名
分

の
誤
差
が
生
じ
た
。
こ
の
誤
差
の
ま
ま
推
移
し
て
第
一
冊
の
未
で
一
○
七
三
人
（
所
見
で
は
一
○
七
○
人
）
に
至
り
、
第
二
冊
に
入
り
林
玄
碩

に
川
を
付
し
た
が
所
見
で
は
林
は
一
○
九
六
番
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
一
名
の
誤
差
が
生
じ
、
合
わ
せ
て
四
名
分
の
過
剰
と
な
っ
た
も
の
で
あ

ブ

つ
○

で
あ
る
。

北
洲
門
人
数
に
関
し
て
も
呉
は
同
様
の
数
え
誤
り
を
一
回
犯
し
て
い
る
た
め
、
所
見
で
は
呉
所
記
の
六
七
五
よ
り
一
名
少
な
い
六
七
四
人

で
は
呉
本
は
東
洞
門
五
四
五
人
、
南
涯
門
一
四
○
八
人
、
北
洲
間
六
七
四
人
と
断
定
し
て
よ
い
か
。
問
題
は
重
出
者
の
存
在
と
、
吉
益
家
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止乙

次
に
世
代
交
替
期
に
お
け
る
先
代
門
人
の
混
入
に
つ
い
て
は
、
東
洞
は
勿
論
な
く
、
南
涯
に
も
な
し
。
北
洲
門
で
は
「
先
人
社
中
」
の
記

載
が
１
，
２
，
３
，
４
，
５
，
６
、
蛆
餡
照
叫
叫
蝿
叫
刈
卿
酬
、
棚
の
一
七
人
に
見
え
る
が
、
北
洲
門
筆
頭
の
１
は

文
化
十
年
七
月
（
南
涯
、
六
月
十
三
日
没
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
涯
門
人
に
は
数
え
な
い
。
復
軒
門
で
は
坦
坦
Ⅳ
、
別
の
四
人
に
「
北

洲
門
人
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北
洲
門
人
に
数
え
る
。

以
上
の
二
点
を
考
慮
し
た
結
果
、
改
め
て
各
代
の
門
人
数
を
求
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
東
洞
門
五
四
三
人
、
南
涯
門
一
三
六
九
人
、

北
洲
門
六
七
六
人
、
復
軒
門
三
五
九
人
、
総
計
二
九
五
七
人
。

④
［
原
本
の
所
在
と
伝
写
の
経
緯
］
呉
の
医
史
学
研
究
の
軌
跡
は
次
の
よ
う
に
概
括
で
き
る
。
明
治
二
○
年
代
の
約
一
○
年
間
弱
、
富
士

川
瀞
と
共
に
研
究
に
逼
進
。
三
○
年
代
に
入
る
と
専
攻
の
精
神
病
学
研
究
や
欧
州
留
学
の
た
め
に
研
究
を
中
断
。
富
士
川
の
大
著
『
日
本
医

学
史
』
（
明
治
三
七
年
刊
）
完
成
を
機
に
研
究
意
欲
が
再
燃
し
、
晩
年
ま
で
衰
え
を
見
せ
な
か
っ
た
、
と
。
明
治
二
十
年
代
に
は
呉
の
「
吉
益
東

代
替
り
の
時
期
に
見
ら
れ
る
先
代
門
人
の
次
代
門
人
録
の
中
へ
の
混
入
で
あ
る
。
重
出
者
は
、
東
洞
門
で
は
八
木
退
蔵
刷
・
皿
以
下
著
者

が
翻
刻
時
に
付
し
た
番
号
を
以
て
人
名
に
代
え
、
い
ち
い
ち
断
ら
な
い
）
と
柵
・
剛
。

南
涯
門
で
は
咽
・
鰯
、
脳
・
加
、
珊
・
皿
測
・
蝿
珊
・
岨
醐
・
叫
加
・
加
、
剛
・
如
捌
・
刈
剛
・
呵
加
・
迩
加
・
泌

加
・
加
、
剛
・
池
、
州
・
妬
、
湖
・
剛
、
川
・
畑
、
獅
・
猟
、
“
・
弧
、
刑
・
畑
、
柵
・
川
、
棚
・
棚
、
川
・
州
、
棚
・
柵
、
伽
・
剛
、
州
・

伽
、
棚
。
Ⅷ
、
別
・
卵
、
刑
・
卵
、
刑
・
珈
、
剛
・
剛
、
棚
・
伽
、
剛
・
剛
、
剛
・
剛
、
価
・
㈱
、
剛
・
剛
、
伽
・
剛
、
川
・
脳
、
詔
・
鮒
、

の
以
上
三
九
人
が
重
出
者
で
あ
る
。
末
尾
二
人
の
一
」
と
き
、
両
記
載
年
時
の
間
の
距
り
の
大
き
い
者
は
、
再
度
の
入
門
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
、
重
出
に
も
相
応
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
が
、
他
の
場
合
は
原
本
の
未
整
理
に
よ
る
重
出
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
延
べ
人
数
を
以
て
門
人

数
と
す
る
こ
と
は
濤
跨
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

北
洲
門
で
は
川
・
剛
の
重
出
の
ほ
か
、
南
涯
門
人
凧
）
で
後
に
北
洲
に
も
入
門
し
た
難
波
立
患
応
）
を
も
重
出
者
と
見
倣
し
た
。
復
軒
門

に
は
な
し
。
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洞
先
生
」
（
「
芸
備
医
事
」
一
号
、
一
八
九
六
年
六
月
）
が
あ
る
が
、
主
要
門
人
一
○
人
を
列
挙
す
る
の
み
で
、
『
通
刺
記
」
参
照
の
跡
な
し
。
明

治
三
○
年
代
に
は
富
士
川
の
『
日
本
医
学
史
」
（
一
九
○
四
）
が
、
岑
少
翁
の
字
を
斑
如
（
「
通
刺
記
」
は
班
如
）
に
作
り
、
入
門
年
も
特
に
記
さ

ず
（
『
通
刺
記
』
に
よ
れ
ば
明
和
五
年
入
門
）
、
こ
の
時
点
で
の
『
通
刺
記
」
未
見
を
推
測
さ
せ
る
。
「
通
刺
記
」
へ
の
言
及
は
、
富
士
川
の
『
芸

備
医
人
伝
第
一
輯
」
（
一
九
一
六
刊
）
が
管
見
の
限
り
初
見
。
よ
っ
て
『
通
刺
記
」
が
富
士
川
・
呉
の
視
野
に
入
っ
た
時
期
は
明
治
三
七
年
以

降
大
正
五
年
以
前
（
一
九
○
四
～
一
六
）
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
門
人
録
原
本
は
、
そ
の
家
に
代
々
襲
蔵
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
洞
ｌ
南
涯
ｌ
北
洲
ｌ
復
軒
’
四
峯
ｌ
雄
太
郎
ｌ
為

則
ｌ
篤
と
続
く
吉
益
本
家
で
あ
る
。
吉
益
本
家
と
富
士
川
・
呉
は
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
、
吉
益
家
に
「
通
刺
記
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
れ
ば
当

然
伝
写
の
機
会
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
吉
益
家
と
の
交
渉
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
三
富
士
川
が
最
晩
年
の
復
軒
（
一
八
二
○
’
九
三
）

を
京
都
四
条
高
倉
に
訪
ね
た
頃
に
始
ま
る
。
こ
の
時
富
士
川
は
肖
像
画
模
写
や
伝
記
調
査
依
頼
に
成
功
し
（
甲
外
医
事
新
報
」
二
九
八
号
）
、
そ

れ
に
応
え
て
復
軒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
が
富
士
川
・
呉
共
編
「
医
史
料
第
三
口
亘
（
一
八
九
五
）
に
「
吉
益
東
洞
、
南
涯
両
先
生
門
人
録

及
著
述
目
録
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
復
軒
所
伝
の
こ
の
情
報
は
富
士
川
・
呉
に
信
据
さ
れ
、
「
東
洞
全
集
」
に
も
よ
く
踏
襲
さ
れ
た
が
（
『
全

集
』
所
載
の
主
要
東
洞
門
人
三
○
人
中
、
一
三
人
が
「
医
史
料
」
所
載
を
踏
襲
）
、
一
方
で
こ
れ
ら
主
要
門
人
す
ら
「
通
刺
記
」
に
漏
れ
て
い
る
者

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
全
集
三
二
八
頁
）
。
『
医
史
料
」
の
記
述
か
ら
見
て
、
復
軒
の
情
報
源
は
門
人
録
で
は
な
く
、
主
と
し
て
束
洞
著

か
ん
ば
ら
す
す
む

作
の
編
・
校
・
序
・
践
者
か
ら
の
抽
出
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
例
え
ば
「
神
原
行
」
を
「
医
断
』
序
か
ら
抽
出
し
た
た
め
に
「
原
子
蔵
」

と
修
姓
と
字
で
記
す
例
は
、
復
軒
が
門
人
録
を
参
看
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
）
。
『
束
洞
全
集
』
の
諭
旨
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
通
刺

記
』
の
不
備
を
衝
く
方
に
傾
き
が
ち
だ
が
、
著
者
は
む
し
ろ
復
軒
所
伝
を
こ
そ
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
、
前
記
・
奥
田
本
「
私

補
門
人
」
の
例
に
等
し
い
。
む
ろ
ん
復
軒
が
門
人
録
を
繰
る
煩
を
厭
う
た
可
能
性
は
あ
り
得
る
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
『
通
刺
記
』
原
本
が
吉

益
本
家
に
明
治
二
五
年
当
時
な
か
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
傍
証
と
は
な
り
得
よ
う
。
『
東
洞
全
集
」
凡
例
で
も
吉
益
雄
太

郎
を
は
じ
め
十
数
名
の
史
料
提
供
者
と
提
供
史
料
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
が
、
門
人
録
の
こ
と
は
見
え
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
通
刺
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表1諸本の収録状況

14

合計

く％＞
呉 奥田 深川

東
一
南

洞
一
涯

527(1)報
一
唖

544<18.4>

354(5)

※東日本のみ

876(1)

が
南涯

(文化4～9）
335 1375＜46．5＞

126

※東日本のみ
北洲 676 670(1) 677＜22．9＞

361<12.2>

2957<100>

復
一
合

軒
一
計

知
一
獅 ｊ

ｊ
４
２
１

８
側
５
９
３
１1007(6)

※（）内の数字は呉本未収者数を示す。

鶴
田
元
逸
が
『
通
刺
記
』
に
書
い
た
序
文
の
こ
と
は
「
東
洞
全
集
」
二
九
頁

に
見
え
る
が
、
序
文
自
体
は
未
紹
介
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
釈
読
を
試
み
る
。

①
［
鶴
田
元
逸
の
略
伝
］
生
没
年
未
詳
。
「
医
断
』
東
洞
序
（
宝
暦
二
年
春
）
に
在

塾
七
年
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
延
享
二
・
三
年
に
東
洞
に
入
門
。
同
書
の

中
西
深
斎
賊
に
、
本
書
成
槁
後
、
郷
里
佐
賀
に
帰
っ
て
間
も
な
く
没
し
た
と
い
う

か
ら
、
宝
暦
二
年
春
か
ら
余
り
距
ら
ず
早
世
。
鶴
田
家
は
代
々
佐
賀
藩
家
老
多
久

氏
の
侍
医
を
勤
め
た
。
名
は
沖
、
字
は
元
逸
。
ほ
か
に
九
旱
と
号
し
た
含
林
塾
明

月
篇
乞
。
東
洞
に
従
学
す
る
秀
ら
祖
侠
学
派
の
儒
者
林
東
漠
（
長
州
出
身
、
山
県
周

南
門
人
、
山
脇
東
洋
と
も
親
交
が
あ
っ
た
）
に
詩
文
を
学
ん
だ
。
東
洞
の
医
論
を
漢
文

体
で
著
述
し
『
医
断
』
「
医
断
補
義
」
等
を
編
纂
し
た
。

②
［
通
刺
記
序
・
原
文
］

記
』
原
本
に
つ
い
て
は
、
早
く
（
明
治
二
五
年
頃
す
で
に
）
吉
益
本
家
か
ら
流
出
し

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
以
外
、
現
在
の
所
在
、
呉
（
或
は
富
士
川
）
の
入
手
経

路
と
も
に
未
詳
。

四
、
小
結

以
上
、
奥
田
・
深
川
・
呉
本
の
考
察
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
三
本
が
収
め
る
時
期

と
人
数
を
表
示
し
て
整
理
し
て
お
く
（
表
１
）
。

IⅡ

鶴
田
元
逸
序
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①
②
③
③
④
Ｇ

古
者
士
大
夫
相
見
、
必
執
贄
以
往
。
大
者
玉
帛
、
少
者
禽
烏
。
又
有
束
脩
、
蓋
其
小
者
爾
。
至
干
漠
時
、
用
刺
通
謁
。
以
竹
作
之
、
長

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

尺
、
書
爵
里
姓
名
於
其
上
。
或
称
之
謁
。
郭
泰
之
車
常
盈
、
禰
衡
之
字
屡
滅
、
可
以
知
已
。
漠
時
無
紙
、
故
用
竹
耳
。
今
也
用
紙
亦
可
。

⑫

由
是
観
之
、
贄
刺
当
並
用
者
也
。
通
刺
記
者
、
東
洞
先
生
家
塾
之
記
也
。
先
生
姓
吉
益
氏
、
名
為
則
、
字
公
言
、
藝
之
広
陵
人
也
。
其

⑪
⑭
⑮
⑮

先
吉
益
者
、
従
遣
唐
使
、
如
唐
学
医
。
其
後
百
余
世
、
箕
襄
相
継
。
嘗
失
其
姓
、
以
吉
益
為
氏
。
中
世
事
足
利
、
冒
姓
為
畠
山
氏
、
列

⑰
⑱
⑲

在
戚
族
。
或
在
干
紀
、
或
在
子
藝
。
先
生
蓋
自
藝
来
干
淡
、
唱
古
方
、
十
数
年
子
弦
。
遂
設
塾
東
洞
。
門
人
因
私
号
称
東
洞
先
生
。
於

是
四
方
従
遊
之
士
、
接
踵
而
至
、
日
多
。
一
日
遂
使
小
子
沖
等
、
記
其
姓
名
云
。

宝
暦
改
元
之
冬
門
人
西
肥
崔
沖
撰

③
［
注
釈
］
①
士
大
丈
Ｉ
官
吏
、
②
執
贄
ｌ
初
め
て
面
会
を
求
め
る
時
に
相
手
に
敬
意
を
表
し
て
品
物
（
贄
）
を
携
行
（
執
）
し
て
贈
る
こ

と
。
贄
は
ま
た
掌
に
も
作
る
。
③
玉
帛
禽
烏
ｌ
中
国
古
代
、
天
子
謁
見
の
時
に
、
諸
侯
は
玉
、
世
子
は
帛
、
卿
は
小
羊
、
大
夫
は
雁
、
士
は

矩
を
贄
と
す
る
規
定
が
あ
っ
た
（
「
周
礼
」
春
官
・
大
宗
伯
）
。
④
束
脩
ｌ
原
義
は
十
本
の
乾
肉
。
入
学
時
に
師
に
贈
る
贄
の
う
ち
で
薄
少
な
も

の
（
「
論
語
」
述
而
・
刑
缶
疏
）
。
⑤
刺
ｌ
姓
名
を
記
し
た
札
。
⑥
尺
ｌ
荻
生
祖
侠
は
周
漢
尺
の
一
尺
を
当
時
の
七
寸
二
分
弱
（
七
寸
一
分
九
蘆
六

毫
三
糸
有
奇
、
約
一
二
・
八
一
六
糎
、
『
度
量
衡
考
」
一
周
尺
考
」
）
と
し
て
い
る
．
⑦
爵
里
ｌ
官
爵
と
郷
里
。
⑧
謁
ｌ
名
刺
（
更
記
』
高
祖
紀
「
高

祖
乃
給
為
謁
」
司
馬
貞
索
隠
「
謁
、
謂
以
札
害
姓
名
、
若
今
之
通
刺
」
）
。
⑨
郭
泰
之
車
常
盈
ｌ
後
漢
・
郭
泰
（
太
と
も
）
が
陳
・
梁
の
人
に
慕
わ
れ
、

従
学
を
求
め
る
士
人
の
刺
札
が
車
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
故
事
を
い
う
（
「
士
争
往
従
之
、
載
策
盈
車
」
、
重
魏
叢
壹
所
収
・
皇
甫
誰
胃
士
伝
』

デ
イ
カ
ウ

下
）
．
⑩
禰
衡
之
字
瘻
滅
ｌ
後
漢
・
禰
衡
が
仕
官
を
求
め
て
歴
遊
し
た
た
め
、
懐
の
刺
札
の
文
字
が
消
え
て
し
ま
っ
た
故
事
を
い
う
（
「
乃
陰
懐

一
刺
、
既
而
無
所
之
適
、
至
於
刺
字
漫
滅
」
、
雇
漢
害
」
文
苑
伝
・
下
）
。
⑪
漠
時
無
紙
ｌ
後
漢
・
察
倫
が
元
興
元
年
（
一
○
五
）
に
紙
を
作
っ
て
奏

上
し
た
の
が
噴
矢
と
さ
れ
て
い
る
（
『
後
漢
書
』
察
倫
伝
）
。
⑫
広
陵
ｌ
広
島
。
⑬
吉
益
ｌ
遠
祖
の
名
？
伝
未
詳
。
こ
の
家
伝
は
南
涯
撰
「
東
洞

先
生
行
状
」
等
の
所
伝
と
異
な
る
点
多
し
。
⑭
箕
襄
ｌ
良
工
の
子
が
家
業
を
見
習
い
覚
え
る
の
意
か
ら
転
じ
て
、
父
祖
の
業
を
い
う
。
⑮
吉

益
氏
ｌ
「
行
状
」
で
は
曽
祖
父
政
慶
が
戦
禍
を
逃
れ
て
河
内
の
金
瘡
医
吉
益
半
咲
斎
に
寄
寓
し
、
吉
益
姓
を
称
し
た
と
い
う
。
⑯
冒
姓
ｌ
原
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い
に
し
え

ま
み

に
え

け
だ

古
者
、
士
大
夫
相
見
え
る
に
、
必
ず
贄
を
執
り
て
以
て
往
く
。
大
な
る
者
は
玉
帛
、
少
な
る
者
は
禽
烏
。
又
た
束
脩
有
り
、
蓋
し
其
の
小

な
る
者
の
み
。
漢
の
時
に
至
り
て
刺
を
用
ひ
て
謁
を
通
ず
。
竹
を
以
て
之
を
作
り
、
長
さ
は
尺
、
爵
里
姓
名
を
其
の
上
に
害
す
。
或
は
之
を

謁
と
称
す
。
「
郭
泰
の
車
、
常
に
盈
っ
」
「
禰
衡
の
字
瘻
々
滅
す
」
と
、
以
て
知
る
べ
き
の
み
。
漢
の
時
、
紙
無
し
、
故
に
竹
を
用
ふ
る
の
み
。

ま
さ

今
や
紙
を
用
ふ
る
も
亦
た
可
な
り
。
是
れ
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
贄
・
刺
は
当
に
並
用
す
べ
き
も
の
な
り
。

通
刺
記
は
東
洞
先
生
家
塾
の
記
な
り
。
先
生
、
姓
は
吉
益
氏
、
名
は
為
則
、
字
は
公
言
、
藝
の
広
陵
の
人
な
り
。
其
の
先
、
吉
益
な
る
者
、

ゆ

遣
唐
使
に
従
ひ
、
唐
に
如
き
医
を
学
ぶ
。
其
の
後
百
余
世
、
箕
襄
相
継
ぐ
。
嘗
て
其
の
姓
を
失
ひ
、
吉
益
を
以
て
氏
と
為
す
。
中
世
、
足
利

つ
か

に
事
へ
、
姓
を
冒
し
て
畠
山
氏
と
為
り
、
列
し
て
戚
族
に
在
り
。
或
は
紀
に
在
り
、
或
は
藝
に
在
り
。
先
生
蓋
し
藝
よ
り
淡
に
来
り
、
古
方

ア
」
》
」

つ
ひ

く
ぴ
す

を
唱
へ
て
、
葱
に
十
数
年
。
遂
に
塾
を
東
洞
に
設
く
。
門
人
、
因
り
て
私
号
し
て
束
洞
先
生
と
称
す
。
是
に
於
い
て
四
方
従
遊
の
士
、
踵
に

い
ち
じ
つ

ら

接
し
て
至
り
、
日
に
多
し
。
一
日
遂
に
小
子
沖
等
を
し
て
其
の
姓
名
を
記
せ
し
む
と
云
ふ
。

宝
暦
改
元
の
冬
門
人
西
肥
崔
沖
撰
す
。

は
じ

本
「
昌
」
に
作
る
。
「
昌
め
て
姓
し
て
」
の
可
能
も
あ
る
が
、
他
姓
を
称
す
る
意
の
「
冒
姓
」
の
語
は
よ
り
普
通
で
あ
り
文
脈
上
も
矛
盾
し
な

い
の
で
、
原
文
を
改
め
る
。
「
行
状
」
は
、
管
領
畠
山
政
長
の
後
喬
で
、
高
祖
父
高
政
ｌ
曽
祖
父
政
慶
ｌ
祖
父
政
光
（
道
庵
）
ｌ
父
重
宗
と
続

い
た
と
伝
え
る
。
⑰
或
在
子
紀
或
在
干
藝
ｌ
「
行
状
」
に
は
、
浅
野
氏
の
紀
伊
入
封
（
慶
長
６
）
、
安
芸
転
封
（
元
和
５
）
に
従
っ
て
移
動
し
た

と
あ
る
。
⑱
来
干
淡
ｌ
普
通
「
淡
」
は
淡
州
、
淡
路
国
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
淡
海
（
近
江
）
の
意
と
も
考
え
ら
れ
る
。
淡
路
・
近
江
で
の
足

跡
は
未
詳
。
⑲
設
塾
東
洞
ｌ
原
本
「
在
洞
」
に
作
る
が
、
草
体
の
近
似
に
よ
る
転
写
時
の
誤
ま
り
と
み
て
、
原
文
を
改
め
る
。
東
洞
院
通
竹

屋
町
下
ル
ヘ
の
転
居
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
こ
と
（
「
行
状
」
）
。

古
代
、
士
大
夫
が
面
会
す
る
時
に
は
必
ず
贄
を
携
え
て
行
っ
た
も
の
だ
。
多
い
も
の
で
は
玉
や
帛
、
少
な
い
も
の
で
は
禽
烏
が
用
い
ら
れ

⑤
［
口
語
訳
］

④
［
訓
読
］
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た
。
他
に
（
入
門
時
の
）
束
脩
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
思
う
に
最
低
限
の
贄
で
あ
る
。
漢
代
に
入
る
と
刺
で
面
会
を
通
達
し
た
。
刺
は
竹
で
作
っ

た
長
さ
一
尺
ほ
ど
の
札
で
、
そ
の
上
に
官
爵
・
郷
里
・
姓
名
を
書
き
、
謁
と
も
言
っ
た
。
「
郭
泰
の
車
は
い
つ
も
刺
札
で
一
杯
だ
っ
た
」
「
禰

衡
の
刺
札
の
文
字
が
何
度
も
消
え
た
」
と
い
う
故
事
に
よ
っ
て
、
刺
札
の
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
代
は
紙
が
な
か
っ
た
の
で
竹
を
用
い
た
の
だ
。

今
は
紙
を
使
用
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
贄
と
刺
は
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
通
刺
記
」
は
、
東
洞
先
生
の
家
塾
の
記
録
で
あ
る
。
先
生
は
姓
は
吉
益
氏
、
名
は
為
則
、
字
は
公
言
、
安
芸
国
広
島
の
人
で
あ
る
。
先
祖

の
吉
益
な
る
人
物
が
遣
唐
使
と
い
っ
し
ょ
に
唐
に
渡
り
、
医
学
を
学
ん
で
以
来
、
百
余
代
に
わ
た
っ
て
医
業
を
継
承
し
て
き
た
。
姓
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
吉
益
氏
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
世
は
足
利
氏
に
仕
え
て
畠
山
氏
を
名
乗
り
、
将
軍
家
の
親
族
に
加
え
ら
れ
て

い
た
。
紀
伊
国
や
安
芸
国
に
住
ん
で
い
た
。
先
生
は
安
芸
か
ら
淡
州
（
又
は
近
江
）
に
来
て
古
方
を
始
め
て
よ
り
十
数
年
、
塾
を
東
洞
院
に
設

立
す
る
に
い
た
っ
た
。
門
人
た
ち
は
、
地
名
に
因
ん
で
自
分
た
ち
で
東
洞
先
生
と
呼
ん
だ
。
そ
こ
で
各
地
か
ら
従
学
す
る
者
が
次
々
に
や
っ

て
来
て
、
日
に
日
に
多
く
な
っ
た
の
で
、
あ
る
日
、
わ
た
く
し
沖
ら
に
門
人
の
姓
名
を
記
録
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

｜
、
東
洞
門
の
初
期
入
門
者
に
つ
い
て

既
述
の
通
り
「
通
刺
記
」
の
編
纂
は
宝
暦
元
年
冬
に
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
通
刺
記
」
登
録
者
が
宝
暦
元
年
冬
以
降
の
入
門
者
で
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
鶴
田
元
逸
の
序
文
に
言
う
ご
と
く
、
東
洞
が
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
東
洞
院
竹
屋
町
下
ル
に
移
居
し
て

家
塾
を
開
い
て
以
来
、
従
学
者
が
日
に
日
に
増
加
し
た
た
め
、
東
洞
院
開
塾
よ
り
四
年
を
経
た
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
冬
の
時
点
で
「
通
刺

記
」
と
し
て
編
集
す
る
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
「
通
刺
記
」
冒
頭
は
宝
暦
元
年
冬
以
前
の
入
門
者
名
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
に
門
人
録
の
記
載
順
は
入
門
時
順
を
示
す
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
が
、
宝
暦
元
年
冬
に
一
挙
に
列
記
さ
れ
た
冒
頭
部
分
に
関
し
て
は
、

記
載
順
が
入
門
順
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
他
に
判
断
材
料
が
な
い
以
上
、
最
初
期
の
東
洞
門
人
を
知
る
上

Ⅳ
吉
益
塾
の
消
長
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
鶴
田
元
逸
あ
た
り
ま
で
の
最
初
期
門
人
は
東
洞
院
開
塾
以
前
の
万
里
小
路
春
日
通
南
（
現
柳
馬
場
丸
太
町
南
）
時
代
の

入
門
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
後
に
触
れ
る
が
、
こ
の
最
初
期
門
人
に
京
摂
な
ど
の
近
郊
出
身
者
が
少
な
く
東
北
な
ど
の
遠
隔
地
か

ら
の
入
門
者
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
南
涯
時
代
の
大
坂
移
住
を
め
ぐ
っ
て

①
［
呉
本
の
切
り
継
ぎ
の
意
味
］
南
涯
門
人
数
に
お
け
る
深
川
本
八
七
六
人
と
呉
本
一
三
六
九
（
呉
秀
三
報
告
で
は
一
四
一
三
人
の
差
四

（
２
）

九
三
（
五
三
六
）
人
を
、
矢
数
は
深
川
本
が
欠
く
文
化
四
年
か
ら
十
年
ま
で
七
年
間
の
入
門
者
数
に
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
表
１
に

既
述
の
通
り
、
文
化
三
年
ま
で
の
入
門
者
数
は
一
○
三
四
人
、
文
化
四
年
か
ら
九
年
ま
で
は
三
三
五
人
で
あ
っ
て
、
深
川
本
欠
落
部
分
を
両

本
の
人
数
差
と
す
る
推
定
が
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
化
三
年
以
前
で
す
で
に
深
川
本
は
呉
本
よ
り
も
一
五
八
人
少

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
差
異
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
深
川
本
未
収
者
は
呉
本
翻
刻
時
に
番
号
と
人
名
の
間
に
×
印
を
付
し

て
お
い
た
か
ら
、
詳
細
は
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
×
印
は
寛
政
四
年
か
ら
享
和
二
年
に
か
け
て
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
一
層
注
意
し
て

み
る
と
、
享
和
元
年
（
寛
政
十
三
年
）
と
享
和
二
年
の
箇
所
に
は
、
一
旦
柵
か
ら
伽
に
か
け
て
寛
政
十
三
年
正
月
か
ら
霜
月
ま
で
の
入
門
者
を

で
、
こ
の
記
載
順
は
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

年
時
の
明
記
は
宝
暦
十
二
年
二
七
六
二
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
二
二
○
人
の
入
門
時
期
に
関
し
て
、
目
安
と
な
る
資
料
を
こ
こ
に

提
出
し
て
お
く
。
Ⅳ
番
の
鶴
田
元
逸
の
入
門
年
は
先
述
の
ご
と
く
延
享
二
・
三
年
二
七
四
五
・
六
）
年
で
あ
る
。
別
番
の
長
田
温
は
宝
暦
三

年
（
一
七
五
三
）
十
月
に
医
業
を
修
め
て
離
塾
し
て
い
る
（
「
東
洞
先
生
遺
稿
」
巻
中
「
送
長
君
玉
還
備
中
足
守
序
」
）
。
平
均
的
な
在
塾
期
間
を
三

（
吃
）

年
程
度
と
推
算
し
て
よ
い
な
ら
ば
、
長
田
の
入
門
は
寛
延
三
年
二
七
五
○
）
～
宝
暦
元
年
（
一
七
五
二
と
見
ら
れ
る
。

時
に
記
さ
れ
る
死
亡
年
時
の
記
載
も
、
そ
の
門
人
の
入
門
時
期
の
下
限
を
示
す
目
安
と
な
る
。
例
え
ば
訓
林
玄
睦
Ｉ
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）

四
月
三
日
卒
、
認
安
藤
重
ｌ
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
冬
卒
、
妬
高
橋
定
軒
ｌ
宝
暦
五
年
二
七
五
五
）
三
月
七
日
卒
、
Ⅲ
須
山
彦
美
ｌ
宝
暦

八
年
二
七
五
八
）
卒
な
ど
で
あ
る
。
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記
し
た
の
ち
、
再
び
川
か
ら
川
に
か
け
て
同
じ
年
、
享
和
元
年
二
月
三
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
入
門
者
を
記
し
、
次
に
妬
か
ら
耐
に
か

け
て
享
和
二
年
正
月
か
ら
霜
月
ま
で
の
入
門
者
を
記
し
た
の
ち
、
剛
か
ら
刑
ま
で
同
じ
年
の
二
月
七
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
の
入
門
者
を
記

し
、
一
見
原
本
に
錯
雑
が
あ
っ
た
か
の
体
裁
を
示
す
。
こ
れ
ほ
ど
明
ら
か
な
混
乱
で
な
い
ま
で
も
、
寛
政
四
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
の
記

録
に
も
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
釈
然
と
し
な
い
箇
所
が
散
見
す
る
。

畑
永
野
伊
作
芸
州
三
月

加
×
島
本
中
道
土
州
之
産
森
尾
白
斎
紹
介
三
月
廿
四
日

捌
×
長
谷
川
彦
之
丞
京
師
之
産
父
三
平
紹
介
三
月
廿
五
日

測
×
森
文
献
芸
州
之
産
安
藤
周
蔵
紹
介
四
月
十
三
日

瓶
船
越
令
介
志
州
鳥
羽
四
月

全
巻
を
通
覧
す
る
と
、
門
人
録
の
書
式
に
は
各
代
に
あ
る
程
度
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
南
涯
門
に
お
い
て
は
紹
介
者
名
と
入
門
の
日
付

ま
で
記
す
皿
～
剛
の
例
は
少
な
く
、
か
つ
こ
の
時
期
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
。
四
月
十
三
日
入
門
者
の
次
に
四
月
入
門
者
が
記
さ
れ
る
の
も
不

華
社
中
」
の
記
載
で
あ
る
。

著
者
は
当
初
翻
刻
に
あ
た
っ
て
こ
の
箇
所
を
単
な
る
錯
雑
と
み
て
、
日
付
順
に
整
理
し
直
す
べ
き
か
と
迷
っ
た
が
、
結
局
、
原
本
の
体
裁

の
ま
ま
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
錯
雑
が
二
種
類
の
門
人
録
か
ら
の
編
集
過
程
を
示
す
も
の
と
判
断
す
る
に
到
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
判
断
の
根
拠
は
二
つ
。
一
つ
は
、
原
資
料
を
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
先
に
［
書
誌
事
項
］
に
既
述
し
た
切
り
継
ぎ
箇
所
が
×

印
を
付
し
た
深
川
本
未
収
者
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
。
二
つ
め
は
、
呉
本
川
以
下
の
「
大
坂
入
門
」
と
呉
本
北
洲
門
錦
以
下
の
「
浪

可
解
で
あ
る
。

こ
こ
で
南
涯
の
伝
記
を
繕
け
ば
、
天
明
二
年
よ
り
住
ん
だ
京
都
・
新
町
通
御
池
南
の
家
を
天
明
八
年
正
月
の
大
火
で
焼
失
し
、
弟
扇
斎
ら

と
共
に
大
坂
船
場
伏
見
町
に
移
っ
た
が
、
翌
寛
政
元
年
十
月
、
京
都
三
条
通
東
洞
院
西
北
角
の
土
地
を
購
入
し
て
新
築
し
、
同
四
年
に
帰
洛
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（
旧
）
（
Ⅲ
）

し
て
開
業
し
た
（
一
説
に
帰
洛
は
寛
政
三
年
と
も
）
。
大
坂
伏
見
町
の
住
居
は
扇
斎
に
譲
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
伝
記
的
事
実
と
呉
本
の
切
り
継
ぎ
と
が
、
ほ
ぼ
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
寛
政
三
年
ま
で
は
、
京
都
か
ら
大
坂
へ
の
移
転
は

あ
っ
て
も
吉
益
塾
自
体
は
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
門
人
録
も
京
都
時
代
の
も
の
が
焼
失
し
て
い
な
い
限
り
書
き
継
い
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

寛
政
四
年
以
降
、
南
涯
帰
洛
と
扇
斎
残
留
に
よ
っ
て
京
坂
両
塾
併
存
の
事
態
と
な
っ
た
う
え
は
、
大
坂
塾
用
の
門
人
録
の
必
要
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。
紹
介
者
名
と
入
門
日
付
を
備
え
た
方
が
大
坂
塾
門
人
録
に
由
来
し
、
そ
れ
以
外
が
京
都
本
塾
の
も
の
と
著
者
は
解
す
る
。
か
く
解

す
れ
ば
深
川
本
が
呉
本
の
文
化
三
年
以
前
入
門
者
数
に
比
し
て
一
五
八
人
少
な
い
理
由
も
、
深
川
本
が
京
都
本
塾
の
門
人
録
（
の
文
化
三
年
ま

で
）
を
収
め
る
の
に
対
し
て
、
呉
本
が
京
都
本
塾
入
門
者
の
あ
い
だ
に
大
坂
塾
入
門
者
を
ほ
ぼ
入
門
年
時
順
に
切
り
継
ぎ
、
編
蟇
し
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
、
合
理
的
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

②
［
寅
斎
と
吉
益
大
坂
塾
と
の
関
係
に
つ
い
て
］
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
に
解
す
る
時
、
新
た
な
疑
問
が
生
じ
る
。
呉
本
湖
・
畑
．

脱
は
い
ず
れ
も
紹
介
者
名
と
日
付
を
備
え
た
大
坂
塾
入
門
者
と
考
え
る
べ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
紹
介
者
は
「
掃
部
」
す
な
わ
ち
扇
斎
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
「
掃
部
紹
介
」
の
記
さ
れ
方
は
、
上
記
三
名
の
前
後
の
大
坂
塾
入
門
者
の
紹
介
者
名
と
全
く
同
列
で
あ
っ
て
、
大
坂
塾
入
門
者

を
扇
斎
が
仲
介
し
て
京
都
本
塾
に
取
り
次
い
だ
と
い
っ
た
意
味
に
解
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
扇
斎
が
大
坂
塾
へ
の
入
門
紹
介
者
と
し
て
見

え
て
い
る
以
上
、
伏
見
町
の
吉
益
塾
は
扇
斎
と
別
個
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
南
涯
帰
洛
後
は
扇
斎
が
大
坂
塾
を
主
宰
し
た
と
す
る
従

来
の
見
解
は
修
正
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

実
は
既
に
呉
秀
三
が
扇
斎
の
開
業
住
所
を
道
修
堀
裏
元
伝
馬
町
と
明
記
し
て
い
る
（
『
東
洞
全
集
』
一
○
五
頁
）
。
こ
の
記
述
に
根
拠
が
あ
る

こ
と
は
、
寛
政
未
か
ら
文
化
に
か
け
て
の
三
種
類
の
大
坂
医
師
番
付
に
吉
益
掃
部
の
住
所
が
「
元
（
本
）
天
満
（
マ
）
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が

（
胴
）

証
し
て
い
る
。
大
坂
吉
益
家
は
扇
斎
没
後
（
一
八
一
六
）
、
養
嗣
子
樗
斎
（
？
～
一
八
五
四
）
ｌ
嗣
子
括
斎
（
一
八
○
二
～
一
八
四
六
）
ｌ
嗣
子
梅

瘻
（
一
八
四
二
～
一
八
六
一
）
と
継
承
さ
れ
、
掃
部
を
襲
称
し
た
。
よ
っ
て
吉
益
掃
部
（
加
門
）
の
名
は
幕
末
に
至
る
ま
で
番
付
に
見
え
る
が
、

前
記
三
種
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
住
所
を
「
伏
見
町
」
と
記
し
て
い
る
。
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者
、
文
化
十
四
年
淳

三
、
吉
益
流
の
伝
畢

①
［
入
門
者
数
（

よ
り
そ
の
前
後
、
一

し
め
て
お
き
た
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
扇
斎
が
南
涯
帰
洛
後
も
伏
見
町
の
南
涯
僑
居
と
は
別
に
本
天
満
町
で
開
業
し
て
い
た
こ
と
、
伏
見
町
居
宅
は
南
涯
の

大
坂
支
塾
と
し
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
後
に
鼠
斎
に
委
讓
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
呉
本
の
切
り
継
ぎ
状
態
か
ら
見
て
、
少
な
く
と

も
寛
政
四
年
か
ら
享
和
二
年
ま
で
は
伏
見
町
僑
居
は
南
涯
塾
と
し
て
機
能
し
た
と
い
え
る
。
以
後
は
、
文
化
三
年
に
七
人
の
「
大
坂
入
門
」

（
脇
）

者
、
文
化
十
四
年
に
二
人
の
「
浪
華
社
中
」
が
見
え
る
に
止
ま
り
、
大
坂
の
扇
斎
主
宰
の
塾
の
南
涯
か
ら
の
独
立
を
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
化
に
際
し
次
の
処
理
を
施
し
た
。
開
始
年
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
と
す
る
。
延
享
二
年
よ
り
宝
暦
十
一
年
二
七
六
一
）
ま
で

は
年
記
を
欠
く
の
で
、
一
七
年
間
に
二
二
○
人
入
門
の
平
均
値
（
約
一
三
人
）
を
と
っ
て
表
し
た
。
北
洲
門
に
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の

（
肥
）

記
載
が
な
く
文
化
十
年
は
四
○
人
と
突
出
す
る
の
で
、
こ
の
四
○
人
を
文
化
十
・
十
一
年
の
入
門
者
と
み
て
平
均
値
を
と
り
両
年
二
○
人
ず

っ
と
し
た
。
北
洲
門
に
天
保
九
・
十
・
十
一
・
十
二
年
の
記
載
が
な
く
、
天
保
八
年
は
六
一
人
と
突
出
す
る
の
で
（
脱
欠
の
可
能
性
も
否
定
し

切
れ
な
い
が
）
、
平
均
値
を
と
っ
て
五
年
間
毎
年
約
一
二
人
ず
っ
と
し
た
。
以
上
三
つ
の
時
期
は
区
別
す
る
た
め
に
点
線
で
示
し
た
。
南
涯
門

の
寛
政
四
年
二
七
九
三
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
ま
で
の
京
都
大
坂
両
塾
併
存
期
は
、
両
塾
入
門
者
の
合
計
だ
け
で
な
く
、
大
坂
塾

入
門
者
を
併
記
し
た
。
東
洞
末
年
に
お
け
る
南
涯
門
人
の
併
存
、
復
軒
初
年
に
お
け
る
北
洲
門
人
の
混
在
は
、
両
者
の
合
計
を
示
す
だ
け
で

（
明
）

な
く
、
南
涯
門
人
数
・
北
洲
門
人
数
も
併
記
し
た
。
呉
本
未
収
者
で
深
川
本
に
の
み
載
せ
る
者
も
対
象
と
し
た
。
奥
田
本
に
の
み
載
せ
る
者

は
年
記
を
欠
く
の
で
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
よ
っ
て
考
察
対
象
者
は
二
九
五
一
人
で
あ
る
。

八
結
果
と
考
察
Ｖ
全
体
を
見
渡
し
て
ま
ず
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、
南
涯
門
の
一
八
○
○
年
前
後
（
寛
政
後
半
か
ら
文
化
年
間
ま
で
）
十

数
年
間
の
突
出
で
あ
る
。
最
多
は
一
八
○
六
年
（
文
化
三
）
の
八
八
人
で
あ
る
。
先
に
表
１
で
各
代
入
門
者
数
の
門
人
総
数
に
占
め
る
比
重
を

吉
益
流
の
伝
播
状
況

（
３
）

［
入
門
者
数
の
推
移
］
既
に
矢
数
に
よ
っ
て
文
化
三
年
以
前
の
南
涯
門
の
各
年
入
門
者
数
は
グ
ラ
フ
化
さ
れ
て
い
る
。
呉
本
の
出
現
に

」
の
前
後
、
東
洞
・
北
洲
・
復
軒
を
書
き
加
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
吉
益
塾
一
二
○
年
余
の
消
長
の
軌
跡
を
瞭
然
た
ら
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川
銅
一
一
七
六
○

一
七
五
○

一
七
四
五

南涯大
坂

士
溺
○死

Ｌ

Ｉ
（
北
洲
隠
居
）

（
年
）

一
八
七
○

一
八
一
○

一
八
○
○

一
七
九
○

一
七
八
○

一
八
四
○

一
八
三
○

一
八
二
○

一
八
六
○

一
八
五
○

（
南
涯
死
）ー

図 1各年入門者数

示
し
て
お
い
た
が
、
さ
ら
に
こ
こ
で
右
の
時
期
の
突
出
を

数
字
で
示
せ
ば
、
ピ
ー
ク
前
後
の
一
七
九
三
年
か
ら
一
八

一
二
年
ま
で
の
二
○
年
間
（
全
期
間
の
一
五
・
八
七
％
）
の

入
門
者
数
は
二
四
六
人
（
全
入
門
者
の
三
八
・
七
○
％
）

に
上
り
、
一
八
○
二
年
か
ら
一
八
二
年
ま
で
の
一
○
年

間
（
全
期
間
の
七
・
九
四
％
）
の
入
門
者
数
は
六
五
二
人
（
全

入
門
者
の
二
二
・
○
二
％
）
に
上
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
全
期

間
の
十
分
の
一
内
外
の
時
期
に
全
入
門
者
の
四
分
の
一

～
三
分
の
一
が
集
中
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

各
代
の
年
平
均
入
門
者
数
は
、
東
洞
時
代
が
一
八
・
七

（
鋤
）

二
人
二
七
六
一
年
を
境
に
二
期
に
分
け
れ
ば
、
前
期
一
二
・（

鋤
）

九
四
人
、
後
期
二
六
・
九
二
人
）
・
南
涯
時
代
が
三
四
・
二
五
人

（
一
七
九
二
年
以
前
の
前
期
は
二
・
二
人
、
一
七
九
三
年
以
後

の
後
期
は
五
七
・
三
人
）
。
北
洲
時
代
は
二
一
・
八
四
人
、
復

軒
時
代
は
一
三
・
三
七
人
と
な
る
。
東
洞
後
期
の
興
隆
が
、

東
洞
の
死
に
よ
り
南
涯
前
期
の
沈
滞
を
も
た
ら
し
た
後
、

南
涯
後
期
に
極
盛
を
迎
え
、
南
涯
死
後
、
北
洲
・
復
軒
二

代
は
つ
い
に
そ
の
盛
時
に
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

北
洲
時
代
は
ほ
ぼ
束
洞
後
期
の
水
準
を
維
持
し
、
復
軒
時
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代
に
な
る
と
東
洞
前
期
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
量
を
質
に
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
言
を
族
た
な
い

が
、
単
に
入
門
者
数
の
推
移
か
ら
見
る
時
、
吉
益
塾
は
如
上
の
軌
跡
を
辿
っ
た
。
北
洲
・
復
軒
時
代
の
停
滞
の
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
以
降

の
蘭
学
・
洋
学
の
盛
行
や
、
各
地
に
お
け
る
藩
学
の
建
設
な
ど
の
原
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

②
［
入
門
者
の
地
域
別
構
成
と
そ
の
推
移
］
次
に
吉
益
塾
入
門
者
の
構
成
を
考
察
す
る
た
め
に
、
入
門
者
の
出
身
地
別
の
人
数
を
表
示
し
、

併
せ
て
各
地
域
ご
と
の
入
門
者
数
の
時
間
的
推
移
を
も
示
し
て
お
き
た
い
。

表
化
の
際
の
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
考
察
対
象
は
先
に
（
表
１
）
に
示
し
た
呉
本
・
深
川
本
・
奥
田
本
を
合
わ
せ
た
全
門
人
、
計
二
九
五
七
人
。
各
代
ご
と
の
門
人
数
も
（
表

・
地
域
別
構
成
の
時
間
的
推
移
を
見
る
た
め
の
時
期
区
分
は
、
各
代
ご
と
の
構
成
の
特
徴
を
見
る
べ
く
一
○
年
単
位
と
い
っ
た
分
け
方
を
せ

ず
、
束
洞
前
期
（
～
一
七
六
一
）
、
束
洞
後
期
（
一
七
六
二
～
一
七
七
三
）
、
南
涯
前
期
（
一
七
七
三
～
一
七
九
二
、
南
涯
中
期
・
京
坂
二
塾
期

（
一
七
九
二
～
一
八
○
二
）
、
南
涯
後
期
二
八
○
三
～
一
八
一
二
）
、
北
洲
前
期
二
八
一
三
～
一
八
二
七
）
、
北
洲
後
期
（
一
八
二
八
～
一
八
四
三
）
、

復
軒
（
一
八
四
三
～
一
八
七
○
）
、
以
上
の
八
期
に
区
分
し
た
。

八
結
果
と
考
察
Ｖ
ま
ず
地
方
別
の
推
移
を
概
観
す
る
と
、
比
較
的
安
定
し
た
分
布
が
確
認
で
き
る
。
近
畿
地
方
羽
～
鋤
％
、
中
国
地
方
副
～
妬

％
、
四
国
地
方
皿
％
前
後
、
九
州
地
方
ｎ
％
前
後
、
関
東
地
方
５
％
前
後
、
中
部
地
方
巧
％
前
後
、
東
北
地
方
、
％
弱
。
こ
れ
が
吉
益
塾
入

門
者
の
出
身
地
別
構
成
の
概
観
で
あ
る
。
推
移
の
趨
勢
は
、
近
畿
地
方
が
第
八
期
（
復
軒
門
）
に
鍋
％
程
度
ま
で
や
や
増
加
傾
向
に
あ
り
、
中

．
配
当
は
出
生
地
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
従
い
、
仕
官
先
は
と
ら
な
か
っ
た
。
江
戸
在
住
の
藩
医
も
武
蔵
に
配
当
し
た
。

．
現
行
の
行
政
区
分
（
近
畿
・
中
部
・
中
国
・
四
国
・
九
州
・
関
東
・
東
北
）
下
に
旧
国
名
を
配
当
し
て
記
入
し
た
。
東
北
地
方
は
門
人
録
で
は

奥
州
と
羽
州
の
二
区
分
で
あ
る
の
を
、
さ
ら
に
地
域
を
絞
り
こ
む
た
め
に
、
便
宜
上
、
陸
奥
・
陸
中
・
陸
前
・
磐
城
・
岩
代
・
羽
後
・
羽

・
考
察
対
象
は
先
に
全

１
）
の
通
り
で
あ
る
。

前
の
七
区
分
を
採
用
し
た
。
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表2出身地別・年代別入門者数①
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畿 中近 国

(畿内） 山 陰 山陽

蝋|轤|月|粥|;|fl#|:|:|'|"|"|:|"|:|:|z|#|蠣朧
東洞

1745～1761
① lll611513121213121411113120101813131()|()41111916151()|6

小計(％） 64（29.09） 55（25）

４
ｍ
０
８
４
２
０
２
２
１
５

１

２

９
９
２
４
３
９
６
２
８
４

４
３
７
１
１
２
８
２

０
５
０
１
６
６
１

５
１
１
８
８
５
２

１

１

１

５

０
６
６
３
Ⅱ
０
７
１
８
４
州

１

１

２

３
２
６
ｊ
Ⅲ
帥
６
の
醜
帥
肥
〕
７
１
妬
印
６
１
７
６

２
５
ｊ

ｌ

ｌ
ｊ

８
４

昭
四
劉
弱
４
３
０
８
１
４
刈
叫
‐
９
５
１

９
６
３
⑫
３
⑫
０
⑫
６
⑫
１
⑫
６
⑫
７
Ｉ
４
１
６
⑫

１

１

０
８
１
３
３

１

０
１
０
０
０
”
０
師
０
略
１
１
５
３
６
別
２
８
８
６４

５
１
１
１
３
８
７
５

２
Ⅱ
６
４
１
８
１
酬
州
１
７
酬
刈
６

２

２

３

３
６
６
０
２
８
７
２
９
９

２
３
５
２
２
６
９

６
９
８
９
１
魁
６
４
０
３
伽

１

６
Ｍ
４
Ⅱ
４
９
４
３
７
９

１

２

９
５

０
０
０
１
１
２
０
１
１
０
３

０
０
０
１
０
１
０
０
０
２
３

０
２
０
０
１
１
０
２
２
２
７

７

０

２
４
７
１
馴
兜
配
Ⅱ
師
４
噸

４

５
６
３
７
０
０
５
４
９
３

２
２
８
６

１

２

３
ｊ
７
帥
０
ｊ
４
の
皿
帥
略
刀
Ｍ
鋤
６
ｊ
２
４
２
８
６
２

０
１
２
〕
４
１

９
１
４
６

８
１
詔
‐
↓
９
？
３
８
Ⅷ
９
８
恥
岡
蛎
ｕ
麺
剣
”

５
０
７
。
７
４
０
４
５
８
‐
列
判
８
０
４

３
⑫
６
１
５
⑬
６
⑫
９
⑫
棚
⑫
４
く
３
⑫
７
く
１
⑬
別
他

２

２

Ⅱ
帥
旧
弱
５
０
３
９
３
８
１
７
６
３

６
２
５
２
７
５
９
１
０
９
Ｗ
坊
叩
Ⅲ
”
㈱
門

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ
３
１
１
２
１
１
８

４

６
０
２
４
６
１
２
３
１
６１

３
６
５
２
３
０
２
０
２
４
型

１

４
９
８
６
７
１
３
３
６

６
８
５
１
１
１

１

２

１

２

１

１

３

５
７
５
７

９

２

０

４

６

２

２

３
４
８
３
９
０
５
１
１
１
－

２
６
２
Ⅲ
１
２
拓
柵
０

１

２

東洞

1762～1773
②

小計(％） 91（28.09） 81(25)

累穣

合計(％） 155(28.49) 136（25）

南涯

1773～1791
③

小計(％） 6(）（30.46） 50(25.38)

南涯

1792～1802
④

小計(％） 159(29.44) 129(23.89)

南涯

1803～1812
⑤

小計(％） 178（27.89） 137(21.47)

累積

合計(％） 397（28.87） 316（22.98）

北洲

1813～1827
⑥

小計(％） 1()3（29.43） 81（23．14）

北洲

1828～1843
⑦

小計(％） 97（29.66） 73（22.32）

累械

合計(％） 2()(）（29.54） 154（22.75）

復軒

1843～1870
⑧

合計(％） 127(35.18) 58(16.07)

累獄

合計(％） 879（29.72） 664（22.46）
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表2出身地別・年代別入門者数②
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東関州九四国

常
陸

総
州

安
房

武
蔵

相
模

上
野

薩
摩

筑
後

肥
茎今

月I」

肥
後

下
野

日
向

讃
岐

阿
波

土
佐

壁
曼
別

豊
後

筑
一
則

伊
予

東洞

1745～1761
I 0 (）① 4 11(）２ ） I (） 11

l］ 13 (） 11 '1b b〕

5（2．27）小計(％） 18（8．18）29（13.18）

上
２
下
３

東洞

1762～1773

0② ５1242 ２ 11 0 ’6 4
［
Ｊ
ｊ
Ｏ 8 ９ 0 (） ､』

41（12.65）20（6．17）小計(％） 30（9．26）

5 5 0
Tn

l函 1 28 1 4 ３累積 50 10 8
ソ
】 (）12 19

印印

ムム b

38（6.98） 46（8.46）合計(％） 59(10.85)

'']@[r'&@'!'']''r

）（4.57）11（5.58)15(7.61)

16621022963631814030

南涯
177q戸､_〆17ql
ユ U U U 4 U v 』

下
2

0 2 119 (）1 8 (） (） I③ I I (）２ 01

15（7．61）11（5.58）小計(％） 9（4.57）

南涯

1792～1802

３ 018 1 4３ (1④ 2 {1２ q 6
、ハ

ム0
1 F

1 0 6
、l

‘1 (） 6

26（4．81))1（5.74）小計(％） 69（12.78）

皿
ｔ
Ｉ
下
１

南涯

18()3～1812
1 ３ (）1 5⑤ ２ 146 19 1q

LLJ 912
”d，

四四
》、 l

乙上 8(）9

26(4.08)59（9.25）小計(％） 64(10.03)

|391221441()|111912812715115161411'1101]|8」 18 4【
０ 6 2 1累積 28 ワワ

白 I 15 41 1(）22 11 9ﾌﾜ
ｰ)I 39 44 (）

67（4.87）101(7.35)合計(％） 142(10.33)

０
０

７
１
３

９

１
ｈ
腓
１
６
’
ト
山
Ｉ

４
３

０
２
１６

５
８
７

０

４
０
８

１

１

８
３
７

７４

６

２
１

８
２
Ｊ

２
羽
７

{し洲〆1U

l813～1827
113 I ロ ７⑥

14
」詮 ５ 4 (） (）0 ２３ 2 ２ 49 8

22（6.29）38（10.86）小計(％） 22（6.29）

~作洲〆1L』

1828～1843

３1 (） (）⑦ ７ ３ 018 ２
旬

9 ２］7 ２1６ b

15(4.59)47（14.37）小計(％） 19（5．81）

|10114132112111715|22131,|'|101,|103 ２ (）累 祇 12
戸 、n

乙乙 (）14 Qワ
qJ白

リ
］

117 l(） 〕 1015 9 〕

〕7（5.46）85（12.56）41(6.06)合計(％）

００１１６８２１０１１１局
Ｉ４２ワ

］
ｑ
〕

’
８

下
1

2

復軒

1843～1870
0⑧

ワ
］ 06 ］ 1．11

4ユ 10 1 119 ２ ２ 4 84 8

11(3.05)45（12.46）合計(％） 23（6.37）

231121Ⅲ７
で『ー

10 6累 積 20 Q7
もJ073 54 2462 ５ 35 38 20ワ｡

イJ 6268

161（5．44）269(9.10)265（8．96）合計(％）



町泉寿郎：吉益家門人録の考察

表2出身地別・年代別入門者数③
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中 部 東 』I

( 東 海） (北陸） (陸奥） (出羽）
１言合

口不明

豊|誰|局|量|梁|輔|鳶|雛|塁|索|雛|儲|雛|漁|弱|鯛
東洞

1745～1761
① Olll2111113111113101()|01011131014113141011111414 ’ 220

小計(％） 17(7.73) (0.45)31（14.09） (100)
一

宗 洞

1762～1773
2441164002()30032024102333

41(12.65).18(5.56)

2151611217171111|51013101014151061I7151013141717
58(10_66)49(9_01)

()132 3 1 4 0 1 2 1 ( ) 6 2 1 0 13513132

2 7 ( 1 3 . 7 1 ) 1 9 ( 9.64)

／↑

1102348151816038317742211110IBf
’

83(15.37)34(6 .30)

0613814714552120388031216340711]

② ２ 324

小計(％） 11(12.65) 18(5.56) (0.62） (100)

累積 ３ 544

合計(％） 58（10.66） 49(9.01) (0.55) (100)

南涯

1773～1791
③ 6 197

小計(％） 27（13.71） 19(9.64) (3.05） (100)

南涯

1792～1802
④ 540

６
勘

小計(％） 83(15.37) 34(6.30) (1.67） (100)

|'17
南涯

1803～1812
⑤ 13 638

小計(％） 105(16.46) 56（8.78） (2.04) (100)

111713911412519123161141511910112118112111111221251619|2120114累積 28 1375

合計(％） 215(15.63) 109(7.93) (2.04） (100)

’
３
３

２
２

０

１
０

４

０
１
４
５

５
２

４
略
０

３
２

１

２

０
０
９
３
０
５
３
２

１

０

８
５

１
１
０

４

３
１
８
７

３
１
３
く

５
０
６
６

３
４
５
５

１

５
７
３
９

１

４

０
０

北洲

1813～1827
⑥ 6 350

小計(％） 60(17.14) 18（5.14） (1711
､△00ユノ (100)

北洲

1828～1843
⑦ '0，､』 〕27

小計(％） 61（18.65） 15(4.59) (0） (1O0)

0151121121201711116111111131｣|515112101315141714101416161(累積 ６ 677

合計(％） 121(17.87) 33（4.87） (0.89) (100)

‘‘;‘，，lml，|‘|‘|『|，|‘|‘|，|'|‘ﾄ|,||J'|,,'
復軒

1843～1870
⑧ 1 361

合計(％） 72(19.94) 24（6.65） (0.28） (100）

積|61301621441541321451211341101421]|171321341212414813911411816131135累積 38 2957

合計(％） 466(15.76) 215(7.27) (1.29) (100)
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国
地
方
は
逆
に
第
八
期
に
略
％
ま
で
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
。
四
国
地
方
は
第
一
・
二
・
四
・
五
期
（
東
洞
・
南
涯
門
）
に
岨
％
前
後
で
あ
っ

た
も
の
が
、
第
六
・
七
・
八
期
（
北
洲
・
復
軒
門
）
に
は
６
％
内
外
に
減
少
し
て
い
る
。
九
州
地
方
は
逆
に
第
一
・
二
・
三
・
四
・
五
期
の
５

～
９
％
か
ら
、
第
六
・
七
・
八
期
に
蛆
～
皿
％
に
増
加
し
て
い
る
。
関
東
地
方
は
第
二
期
（
東
洞
後
期
）
の
突
出
が
目
に
つ
く
。
中
部
地
方
は

第
一
～
八
期
の
持
続
的
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
東
北
地
方
は
第
一
期
（
東
洞
前
期
）
の
突
出
が
目
に
つ
く
。

次
に
表
を
横
に
見
て
、
各
期
の
出
身
地
別
構
成
を
観
察
し
、
そ
の
特
徴
を
あ
げ
よ
う
。
第
一
期
で
は
、
皿
名
以
上
の
国
名
は
山
城
、
摂
津
、

播
磨
、
周
防
、
伊
予
、
阿
波
、
陸
中
で
あ
る
。
特
に
陸
中
出
身
者
の
多
さ
は
地
理
的
条
件
か
ら
見
て
特
筆
に
あ
た
い
す
る
。
第
二
期
で
は
山

城
・
摂
津
・
播
磨
・
周
防
は
依
然
と
し
て
多
い
が
、
と
り
わ
け
播
磨
は
前
期
比
倍
増
。
ほ
か
に
急
増
地
域
に
紀
伊
・
武
蔵
・
三
河
・
備
前
・

土
佐
が
あ
げ
ら
れ
る
。
山
陽
・
東
海
地
方
が
増
加
し
て
い
る
。
第
三
期
で
は
因
幡
・
肥
前
が
急
増
、
山
陰
地
方
が
増
加
し
て
い
る
。
第
四
期

で
は
別
名
以
上
は
山
城
・
摂
津
・
紀
伊
・
備
前
・
伯
耆
・
讃
岐
・
土
佐
・
遠
江
で
、
こ
の
う
ち
山
城
・
備
前
は
激
増
。
ほ
か
に
筑
後
・
駿
河
・

越
前
・
信
濃
・
羽
後
が
今
期
の
新
増
加
地
域
と
言
え
る
。
第
五
期
は
備
前
・
伯
耆
・
土
佐
・
紀
伊
・
山
城
が
依
然
多
く
、
今
期
新
増
は
伊
勢
・

加
賀
・
陸
前
・
美
濃
。
筑
後
・
播
磨
・
伯
耆
・
伊
勢
が
急
増
、
そ
の
一
方
、
畿
内
は
激
減
し
た
。
第
六
期
は
播
磨
・
安
芸
が
多
く
、
つ
い
で

尾
張
・
武
蔵
・
筑
後
・
美
濃
が
目
立
つ
。
新
増
地
域
は
常
陸
。
第
七
期
は
但
馬
・
伯
耆
の
急
増
が
目
立
つ
。
第
八
期
は
山
城
・
丹
州
が
急
増
、

薩
摩
が
新
増
。
北
陸
地
方
が
漸
増
傾
向
に
あ
る
。

次
に
表
を
縦
に
見
て
各
国
ご
と
の
入
門
者
数
の
時
間
的
推
移
を
観
察
し
て
お
こ
う
。
数
値
の
推
移
は
い
わ
ば
そ
の
地
域
に
お
け
る
吉
益
流

医
学
の
消
長
と
読
み
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
各
地
域
の
医
学
史
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
推
移
を
適
切
に
意
義
付
け

る
こ
と
が
次
に
必
要
と
な
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
特
徴
的
な
動
き
の
い
く
つ
か
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
山
城
の
第
四
期
（
両
塾
時
代
）
の
激

増
と
摂
津
の
第
五
期
以
降
の
低
調
、
こ
の
背
景
に
は
大
坂
吉
益
家
の
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。
伊
勢
の
第
五
期
の
突
出
に
は
何
ら
か
の
理
由
が

あ
ろ
う
。
但
馬
は
第
七
期
に
突
出
が
見
ら
れ
る
。
播
磨
は
第
一
～
七
期
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
入
門
者
が
多
か
っ
た
地
域
。
山
陰
で
は
伯
耆
へ

山
陽
で
は
備
前
が
一
貫
し
て
入
門
者
が
多
か
っ
た
。
土
佐
は
第
五
・
六
期
に
集
中
し
て
い
る
。
肥
後
の
第
二
期
の
突
出
に
は
、
村
井
琴
山
の
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一
、
奥
田
本
は
呉
本
と
対
照
し
た
結
果
、
南
涯
・
北
洲
門
人
の
東
洞
門
へ
の
混
入
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
、
奥
田
本
東
洞
門
の
五
人
の
「
私
補
」
門
人
は
、
奥
田
鳳
作
に
よ
る
後
補
と
考
え
ら
れ
、
東
洞
の
正
式
な
門
人
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

三
、
深
川
本
は
呉
本
と
対
照
し
た
結
果
、
南
涯
門
と
復
軒
門
に
大
き
な
錯
簡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

四
、
奥
田
・
深
川
両
本
と
の
検
討
の
結
果
、
呉
本
は
収
録
人
数
に
お
い
て
優
る
だ
け
で
な
く
、
字
号
・
入
門
年
月
日
・
生
地
・
住
所
・
紹

介
者
と
い
っ
た
記
事
の
情
報
量
お
よ
び
そ
の
正
確
さ
の
点
で
も
優
る
。

五
、
呉
本
収
録
人
数
は
、
重
出
者
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
呉
秀
三
の
報
告
、
東
洞
門
五
四
六
・
南
涯
門
一
四
一
二
、
北
洲
門
六
七
五
を
修
正

し
、
東
洞
門
五
四
三
、
南
涯
門
一
三
六
九
、
北
洲
門
六
七
六
と
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
三
本
を
勘
案
す
る
と
各
門
人
数
は
、
東
洞
五
四
四
、
南
涯
一
三
七
五
、
北
洲
六
七
七
、
復
軒
三
六
一
、
合
計
二
九
五
七
と
な
る
。

七
、
南
涯
門
に
お
け
る
呉
本
と
深
川
本
の
収
録
数
の
差
は
、
文
化
四
年
以
後
を
深
川
本
が
欠
く
こ
と
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、

寛
政
四
年
か
ら
享
和
二
年
の
時
期
に
呉
本
が
多
数
の
深
川
本
未
収
者
を
載
せ
る
こ
と
も
一
因
を
な
し
て
い
る
。
当
該
時
期
は
南
涯
が
罹
災
し

て
大
坂
移
住
の
後
、
再
び
帰
京
し
た
年
を
起
点
と
す
る
数
年
間
で
、
京
都
と
大
坂
に
南
涯
の
塾
が
併
存
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
、
呉
本
の
み

所
蔵
者
は
当
該
時
期
の
大
坂
塾
入
門
者
と
推
定
さ
れ
る
。

八
、
吉
益
塾
入
門
者
は
南
涯
の
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
最
多
を
数
え
、
こ
の
前
後
十
数
年
間
に
全
入
門
者
の
四
分
の
一
～
三
分
の
一
が

集
中
し
た
。
南
涯
前
期
に
は
東
洞
の
死
の
影
響
と
み
ら
れ
る
沈
滞
が
続
い
た
。
北
洲
期
は
東
洞
後
期
の
水
準
に
匹
敵
し
、
復
軒
期
は
束
洞
前

活
動
が
影
響
し
て
い
る
か
。
九
州
で
は
筑
前
が
第
五
期
以
降
一
貫
し
て
入
門
者
が
多
か
っ
た
。
武
蔵
の
第
二
期
の
突
出
は
江
戸
医
学
館
の
前

身
・
踏
寿
館
の
成
立
期
と
重
な
る
だ
け
に
示
唆
的
で
あ
る
。
中
部
地
方
で
は
遠
江
が
入
門
者
が
多
く
、
特
に
第
四
期
に
急
増
し
て
い
る
。
陸

中
は
第
一
期
に
お
い
て
、
陸
前
は
第
五
期
に
お
い
て
突
出
し
て
い
る
。

Ｖ
結

奉
祁
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九
、
吉
益
塾
入
門
者
の
出
身
地
別
構
成
は
、
近
畿
泥
～
釦
％
、
中
国
別
～
弱
％
、
四
国
加
％
内
外
、
九
州
ｎ
％
内
外
、
関
東
５
％
内
外
、

中
部
妬
％
内
外
、
東
北
皿
％
弱
で
あ
る
。

期
の
水
準
に
落
ち
こ
ん
だ
。

謝
辞
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
矢
数
道
明
氏
と
東
京
大
学
医
学
図
書
館
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皇
王

（
１
）
岡
田
靖
雄
に
よ
っ
て
同
文
庫
の
目
録
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
（
「
東
京
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
呉
秀
三
文
庫
目
録
」
百
本
医
史
学
雑
誌
」
二
八
巻
四
号
、

一
九
八
二
年
）
、
該
門
人
録
も
「
師
、
吉
益
家
門
人
録
二
冊
写
本
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
「
奥
田
本
「
東
洞
先
生
門
人
帳
』
」
「
奥
田
本
『
南
涯
北
洲
先
生
門
人
抜
華
録
筐
『
漢
方
の
臨
床
」
三
五
巻
八
・
九
号
、
一
九
八
八
年
。

（
３
）
「
深
川
本
『
吉
益
南
涯
門
」
（
１
）
（
２
）
（
３
ご
『
漢
方
の
臨
床
」
三
五
巻
一
○
・
二
号
、
一
九
八
八
年
、
同
三
六
巻
四
号
、
一
九
八
九

年
。
お
よ
び
「
目
で
み
る
漢
方
史
料
館
⑰
吉
益
家
門
人
録
二
種
ｌ
「
奥
田
本
」
「
深
川
本
」
ｌ
薑
漢
方
の
臨
床
」
三
五
巻
八
号
、
一
九
八
八
年
。

（
４
）
「
京
都
の
医
学
史
資
料
篇
』
二
三
一
頁
、
思
文
閻
出
版
、
一
九
八
○
年
。

（
５
）
山
辺
監
司
は
播
州
出
身
で
越
後
高
田
侯
に
仕
え
た
た
め
、
越
後
と
播
州
に
重
出
し
て
い
る
。

（
６
）
出
身
地
を
以
て
せ
ず
住
所
を
も
っ
て
配
当
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
出
身
地
を
併
記
し
な
い
た
め
、
住
所
が
生
国
の
よ
う
に
見
え
る
場
合
が
あ

る
。
例
え
ば
奥
田
本
東
洞
門
珊
番
の
別
所
伯
貞
は
、
呉
本
に
よ
れ
ば
浪
華
の
人
で
江
戸
住
だ
が
、
奥
田
本
で
は
単
に
武
州
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
奥
田
本
未
収
者
は
呉
本
別
・
師
・
伽
・
剛
・
妬
・
洲
・
畑
・
猫
・
繩
・
妬
・
柵
・
柵
・
柳
・
柵
・
剛
・
皿
・
川
の
一
七
人
。

（
８
）
「
天
保
癸
卯
之
秋
七
月
廿
日
於
洛
東
華
頂
山
下
袋
街
弄
月
亭
而
写
之
常
陽
後
学
奥
田
鳳
作
夫
此
書
也
者
実
吉
益
家
之
秘
蔵
也
固
不

許
他
見
也
」
。
「
目
で
み
る
漢
方
史
料
館
⑰
吉
益
家
門
人
録
二
種
ｌ
「
奥
田
本
」
「
深
川
本
」
ｌ
」
（
「
漢
方
の
臨
床
」
三
五
巻
八
号
、
一
九
八
八
年
）

（
９
）
地
域
別
門
人
録
に
先
立
っ
て
入
門
時
順
門
人
録
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
言
を
竣
た
な
い
が
、
両
門
人
録
の
表
現
の
上
か
ら
、
両
資
料
の
成
立

許
他
見
也
」
。
言

を
参
照
の
こ
と
。
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（
皿
）
矢
数
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
。
「
多
紀
元
堅
門
人
録
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
二
巻
一
○
号
、
一
九
九
五
年
。
「
多
紀
雲
従
門
人
録
に
つ
い
て
」
「
日

本
医
史
学
雑
誌
」
三
四
巻
二
号
、
一
九
八
八
年
。
収
録
人
数
は
茜
庭
門
五
九
五
人
、
雲
従
門
一
九
五
人
。

（
吃
）
『
東
洞
先
生
遺
稿
』
巻
中
所
収
の
門
人
帰
郷
に
際
し
て
の
送
序
七
篇
（
①
山
辺
礼
助
ｌ
呉
処
②
中
村
士
亨
ｌ
呉
鋼
③
河
村
志
生
ｌ
呉
狛
、
④
神

原
子
藏
ｌ
呉
鯛
、
⑤
小
谷
子
莞
ｌ
呉
祀
、
⑥
南
元
珠
ｌ
呉
沼
、
⑦
長
田
君
玉
ｌ
呉
別
）
の
う
ち
、
②
③
に
従
学
期
間
三
年
の
記
載
が
あ
る
。

（
過
）
寛
政
三
年
と
す
る
の
は
次
の
諸
文
。
呉
秀
三
「
東
洞
全
集
」
（
既
出
）
一
○
二
頁
。
中
野
操
「
大
阪
の
吉
益
家
に
つ
い
て
」
「
漢
方
の
臨
床
」
一

七
巻
一
二
号
、
一
九
七
○
年
。
杉
立
義
一
『
京
都
の
医
史
跡
探
訪
」
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
。

南
涯
四
十
三
歳
の
年
（
す
な
わ
ち
寛
政
四
年
）
と
す
る
の
は
次
の
諸
文
。
吉
益
周
助
「
吉
益
南
涯
先
生
略
伝
」
「
医
史
料
』
七
号
、
一
八
九
五
年
。

富
士
川
海
『
日
本
医
学
史
」
一
九
○
四
年
。
呉
秀
三
『
東
洞
全
集
」
一
九
一
七
年
。
竹
岡
友
三
「
医
家
人
名
辞
書
」
一
九
三
一
年
。

呉
は
「
寛
政
三
年
（
年
四
十
三
）
」
と
記
し
て
い
る
が
、
呉
自
身
記
す
ご
と
く
南
涯
の
生
年
は
一
七
五
○
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
は
正
し

く
な
い
。
寛
政
三
年
な
ら
ば
年
四
十
二
で
あ
る
べ
き
だ
し
、
年
四
十
三
な
ら
ば
寛
政
四
年
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
寛
政
三
年
と
す
る
も
の
は
呉

以
前
に
な
く
、
年
四
十
二
と
す
る
も
の
も
従
来
な
い
。
一
方
、
年
四
十
三
と
す
る
も
の
は
従
来
多
い
。
よ
っ
て
寛
政
四
年
帰
京
を
是
と
す
る
。

（
Ｍ
）
吉
益
周
助
「
吉
益
南
涯
先
生
略
伝
」
に
「
年
四
十
三
大
坂
僑
居
ヲ
弟
辰
二
譲
り
之
二
居
ラ
シ
メ
自
ラ
京
二
仮
リ
居
ヲ
三
条
東
洞
院
西
ニ
ト
リ

之
二
移
ル
」
と
説
き
、
前
記
の
諸
文
も
こ
れ
に
依
る
。

（
咽
）
中
野
操
「
大
阪
の
吉
益
家
に
つ
い
て
」
（
既
出
）
お
よ
び
古
西
義
麿
編
『
大
坂
医
師
番
付
集
成
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。
「
集

成
』
の
①
（
寛
政
末
年
頃
）
に
「
東
方
大
関
本
天
満
吉
益
掃
部
」
、
⑤
（
寛
政
末
年
頃
）
に
、
「
西
方
関
脇
元
天
満
吉
益
掃
部
」
、
⑧
（
文

化
末
～
文
政
初
）
に
「
古
方
家
本
天
マ
吉
益
掃
部
」
と
あ
る
。
ほ
か
に
④
（
寛
政
末
年
頃
）
「
東
方
大
関
元
天
満
吉
益
周
介
」
と
③
（
寛

（
皿
）
矢
数
道
明
「
東
洞
門
人
録
中
の
中
神
琴
渓
」
『
漢
方
の
臨
床
』
一
九
巻
五
号
、
一
九
七
二
年
。
矢
数
は
奥
田
本
の
記
載
に
よ
り
中
神
琴
渓
を
東

洞
晩
年
の
門
人
と
し
て
い
る
。

る都
OL－－

時
期
、
前
後
関
係
を
示
す
も
の
を
挙
例
し
て
お
く
。
呉
本
東
洞
門
で
は
５
加
藤
龍
円
・
６
石
川
淵
平
ら
の
住
所
表
示
は
「
今
居
子
ｌ
」
と
あ

る
が
、
奥
田
本
で
は
「
其
節
居
Ｉ
」
と
あ
る
。
同
じ
く
州
和
田
泰
純
は
呉
本
に
「
事
子
高
槻
大
江
侯
」
と
あ
る
が
、
奥
田
本
で
は
「
今
在
京

都
」
と
あ
る
。
呉
本
北
洲
門
Ⅷ
諸
角
道
輔
は
奥
田
本
で
は
「
死
」
の
追
記
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
別
門
人
録
の
後
出
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
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補
記

拙
論
脱
槁
後
、
岡
田
靖
雄
氏
架
蔵
の
呉
秀
三
手
訂
「
吉
益
東
洞
先
生
」
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
大
正
七
年
吐
鳳
堂
刊
『
東
洞
全
集
』
巻
頭

「
吉
益
東
洞
先
生
」
二
四
○
頁
）
部
分
の
別
刷
で
、
「
全
集
」
所
収
の
呉
序
と
は
別
の
大
正
七
年
一
月
の
呉
の
序
文
が
あ
り
、
凡
例
・
目
次
も
「
全

集
』
と
異
同
が
あ
る
。
本
書
に
あ
る
呉
の
書
入
れ
に
よ
っ
て
、
拙
諭
で
あ
き
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
鶴
田
元
逸
の
生
没
年
と
家
系
が
判
明
し
た
の
で
、

岡
田
氏
に
深
謝
し
つ
つ
、
こ
こ
に
補
記
し
て
お
く
。

鶴
田
沖
（
一
七
二
七
～
一
七
五
六
）
元
逸
の
他
に
元
偲
と
も
字
し
た
。
家
祖
は
獅
子
岳
城
主
・
鶴
田
越
前
守
。
祖
父
は
鶴
田
精
（
号
は
省
庵
）
。
父
．

鶴
田
忠
（
号
は
松
山
）
の
三
男
で
あ
る
。
兄
は
鶴
田
寛
（
号
は
平
山
）
。
支
族
・
鶴
田
近
の
養
嗣
子
と
な
り
、
京
都
の
吉
益
東
洞
に
従
学
後
、
帰
郷
し

て
宝
暦
六
年
十
月
十
七
日
、
三
十
歳
で
没
し
、
中
多
久
の
白
樫
（
撰
分
）
に
葬
ら
れ
た
。

政
末
年
頃
）
「
東
方
大
関
伏
見
町
吉
益
掃
部
」
と
あ
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
後
者
は
単
な
る
番
付
の
誤
記
で
あ
る
の
か
、
或
は
番
付
板
行
年

の
誤
認
で
あ
る
の
か
、
或
は
何
ら
か
の
理
由
あ
っ
て
の
記
載
で
あ
る
の
か
は
後
考
に
竣
っ
。

（
略
）
文
化
三
年
「
大
坂
入
門
」
七
人
、
文
化
十
四
年
「
浪
華
社
中
」
二
人
、
以
上
の
九
人
は
深
川
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
或
は
後
者
は
大
坂

吉
益
掃
部
塾
か
ら
京
都
塾
へ
の
転
塾
を
意
味
す
る
も
の
か
。

（
肥
）
呉
本
の
文
化
十
年
入
門
者
三
九
人
（
北
洲
門
１
～
調
）
に
深
川
本
に
の
み
載
せ
る
「
沢
田
貞
蔵
文
化
十
年
七
月
」
を
加
え
た
人
数
。

（
蛆
）
（
肥
）
に
既
記
の
沢
田
貞
蔵
・
文
化
十
年
七
月
の
ほ
か
に
、
豊
島
林
蔵
・
文
化
三
年
四
月
、
森
覚
太
郎
・
文
久
二
年
、
山
田
厚
三
・
文
久
二
年

の
計
四
人
が
深
川
本
の
み
所
載
者
。

（
別
）
こ
こ
に
あ
げ
た
東
洞
・
南
涯
門
の
年
平
均
入
門
者
数
は
、
グ
ラ
フ
化
の
際
に
採
用
し
た
東
洞
門
五
四
三
人
、
南
涯
門
一
三
七
○
人
を
考
察
対

象
と
し
た
時
の
結
果
で
あ
る
。
（
表
１
）
の
右
欄
に
あ
げ
た
合
計
数
よ
り
も
奥
田
本
の
み
所
載
者
の
分
だ
け
少
な
い
。
こ
の
全
合
計
数
に
よ
っ
て

年
平
均
入
門
者
数
を
求
め
れ
ば
、
東
洞
門
一
八
・
七
六
人
、
南
涯
門
三
四
・
三
八
人
と
な
る
。

（
北
里
研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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OnTheA〃〃omtedListofS"de"tsofYos"m(xs"Pyo血>"tejI化dic"JSchool

MACHISenjur6

YoshimasuPrivateMedicalSchoolwasfoundedbyYoshimasuT6d6(1702-03),animportantmedical

theoristinEdoJapan.Hisstudent,TsurutaGen'itsu,begancompilingry@eA""0""LiSiofStudents

ofYoshimasuPrivateMedicalSchool.Inthispater,Ifirstcomparevariousextanttextsofthisbook.

IshowthattheoneoriginallyheldbyKureShOz6(presentlyheldbytheMedicalSchoolLibraryof

TokyoUniversity)issuperiortotheothertwetextsheldbyYakazuD6mei･Thefirsttextgives

informationaboutalargernumberofstudentsthanthelasttwo,andeachentryinthefirsttextismore

detailedandaccurate(chapter2).Thenltransliteratethehandwrittenprefaceofthisbook(公"s〃”

/0),writtenbythecompiler,intomodernblockprinting,translateitintocontemporaryJapanese,and

annotateit(chapter3).

Furthermore,inchapter4,Ianalyzethedevelopmentoftheschool.Inordertodoso,Ifirstgathered,

fromothersources,informationaboutstudentswhodonothaveentriesinT"2A〃〃0""dLjs/.Then

Idiscussunusualpatch-worksandcorrectionsinthesection"StudentsofYoshimasuNangai"and

presentmyinterpretationofwhathadreallyhappened.Finally,Ishowinagraphthenumberofnew

studentseveryyear,andalsoindicateinachartwherethenewstudentscamefromeveryyear.I

concludethatthelargestnumberofstudentsenteredtheschoolinl806,andaboutadecadearoundthis

yearwasthepeakoftheschool.Also,themajorityofthestudentscamefromKinki,Chngoku,and

Chabuareas.

熈
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